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第一章

殿下を守るのが仕事のはずなのですが？











　緑豊かで平和なエテルドーレ王国の日々は基本的に平穏だ。

　だが、ときには剣を抜かなければならないときもある。

　特に、身分の高い人物の護衛を務めるときには……。

「逃がさない……っ！」

　高い位置で一つに束ねた茶色の髪が揺れ、意志の強そうな黄緑の瞳は逃げていく人影を追いかける。

　返り血を浴びた黒い騎士の制服、白い手袋をはめた手には細剣を握り、彼女……アマリア・レテッツィアは王子の命を狙った不届き者を追い詰める。

　誰の差し金か吐かせなければならない、逃がすわけにはいかない。

　城内の行き止まりまで追い詰めると、仮面をつけた黒衣の男はアマリアに振り返り、ナイフを手に取ると切りかかってくる。

　それを舞うように避けて、アマリアが剣を構えたときだった。

　ぐらりと男の身体が傾いて床に倒れ込む。

「うん……あまり面白くないな」

　いつの間に男の背後に回り込んだのか、剣を手に呟いたのは金の短めの髪に青の瞳、白い礼服を纏った、絵本の中の王子様のような人物だった。

「で、殿下……っ!?　何をなさっているのです！」

　彼こそ、この襲撃者たちに襲われたこの国の王子、テオドール・エテルドーレ本人である。

　いったいなぜこんな所にいるのだろうか。

　アマリアの悲鳴にも似た声に、彼は首を傾げてけろっとして言う。

「きみが心配だったものだから、つい」

「あなたが私の心配をしてどうするんですっ!!　安全な場所でお待ちくださいとあれほど――！」

　彼は悪びれた様子もなく憤るアマリアに近づくと、悲しげな表情でその頬をそっと拭う。

「血がついてしまっているよ、アマリア。それでもきみはかわいいけれど、病気が移るといけないから湯浴みをしておいで？」

　テオドールの言うとおり、敵が何かの病を抱えていないともかぎらないが、今はそこが問題なのではない。

「私があなたより先に戻ってどうするんですっ!!　殿下、すぐに他の護衛を呼びますから、先にお部屋に戻ること。よいですね!?」

　がくがくと襟首を掴んで揺すると、テオドールはやはりしれっとした様子で言う。

「誰の差し金かはなんとなく想像がつくのだけれどね、夜更けに襲撃してくるのはやめてほしいものだ。ただでさえいつも早起きなきみが可哀想だから」

「殿下、私の話、聞いています？」

　ふと、近くで男の呻き声が聞こえてアマリアは我に返る。

「誰か！　殿下をお部屋までお送りして！」

　彼女が大声で言うと、近くにいた騎士が駆け寄ってくる。

　その夜の襲撃事件は、死傷者ゼロで幕を閉じた。
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　アマリア・レテッツィアの仕事は王子テオドールの護衛だ。

　護衛の騎士には王宮内に部屋が与えられており、他の騎士と交代で見張りと護衛を務めている。

　昨晩はたまたま、アマリアが見張りを務めているときに襲撃があった。

　とはいえ、物音を聞いて部屋のドアを開けたときにはすでに三人昏倒しており、逃げた一人をアマリアが追いかけたにすぎない。

　テオドールはあっという間に一人で三人のしてしまったのだろう。

　その事実はアマリアの思い出したくない過去を想起させ、朝から彼女は自己嫌悪に陥っていた。

（不覚……殿下より先に侵入者に気づけなかったなんて……鍛錬が足りないわ！　次こそ、必ず……！）

　自室の鏡台の前で髪を結いあげながら心のうちで一人呟き、アマリアは小さなため息を吐いた。

　髪を結い終えると、制服を整えて部屋を出る。

　真冬の朝の空気が漂う廊下は冷えており、かすかに身を震わせた。

　それからほどなくしてついた目的地。テオドールの部屋の扉をノックし、返事を待ってから扉を開ける。

「おはようございます、殿下」

「ああ、おはようアマリア。今日もかわいらしいね」

　ふふ、と笑った彼にアマリアは眉を寄せた。

　彼にとって自分は小動物か何かなのだろうか。そんな気がしなくもない。

　すでに机に向かっていた主君は、どことなく面倒くさそうに書類を処理していた。

　それでも、それを処理するスピードは速く、今も昔も天才と言われる王子は今日もすこぶる好調なようだ。

　やがて彼は小さなため息をつくとペンを置いて、とんとんと自身の膝を叩く。

「おいで、アマリア」

　その言葉に彼女は思い切り眉を寄せ、瞳を閉じ、息を吐いた。

　以前こう言われて何も考えずに近づいたところ、彼はアマリアを膝に乗せて休憩を始めた。

　休憩することが問題だと言っているのではない、膝に乗せていることが大問題なのだ。

　もちろん数秒とたたずに抜け出したが、二度とあんなことを許すつもりはない。

　今回もそうだとはかぎらないが、今回もそうであったとしたら問題だ。

「殿下、あまりふざけておられると怒りますよ。休憩をなさるのでしたら紅茶を用意いたしましょう」

　そう言ってアマリアはさっさと紅茶を入れる準備を始める。

　するとテオドールは退屈そうな声音で言う。

「つれないな、きみにはもう少しかわいげがあってもいいと思うのだが」

「そんなものは騎士に必要ありません」

　そっけなく言うと、テオドールは不満そうに言う。

「命令、と言っても？」

「職権乱用はよくありませんね、殿下。陛下に報告させていただきますよ？」

　そう告げると、今度こそ彼は諦めたようにため息を吐いた。

　どうやら少し拗ねているらしい。

「なら、きみが私の妻になってくれればいいのに」

「冗談も休み休みおっしゃってくださいな、そういうお話は騎士とではなくご令嬢となさってくださいませ」

　机に紅茶を置いて、すぐにまた身を翻すアマリアをじっと見つめて、テオドールは小さく首を傾げてみせる。

「冗談で言っているつもりはないよ」

「さようでございますか」

　しかしアマリアはあっさりとそれを受け流す。

　彼がこうなのは今に始まったことではない。別に軽い男というわけでもないのだが、アマリアに対して甘い言動をすることが多々ある。

　誰にでもするわけではないのを思うと、意味があるのかもしれないが、その意味について深く考えるつもりはなかった。

　アマリアは彼との距離を縮めるつもりもなければ、騎士としての一線を越えるつもりもない。

　ずっと、冗談を言い合うこの距離感でいいのだ。

（身分の高い者は身分の高い者と結ばれるべきなのよ）

　アマリアは少なくともそう思っている。

　彼女の実家は広大な領地を持つ伯爵家だが、母はあまりよい身分ではなかった。

　それでも、父と恋に落ちて嫁いできた母は、さんざん苦労した。その姿を間近で見てきた。

　父も母も悪く言われた、意地悪をする人間もたくさんいた。

　だからアマリアは、それが正しいことだと思えない。

　母はそれでも幸せだと言ったが、母が悪く言われるたびに、アマリアはつらかった。

（そもそも私、騎士だもの）

　首を横に振って現実に戻ってくる。

　アマリアはテオドールの護衛だ、それ以上でも以下でもない。

　今も、昔も、これからも、それはずっと変わらないのだ。

「アマリア」

　ふと名前を呼ばれたとき、彼女は反射的に大きく一歩退いた。

「あれ」

　彼女を抱きしめようとしたテオドールの腕が空を切る。

　かすかに彼が席を立つ気配を感じて、反射的に距離を取ったのだが正解だったようだ。

「殿下、このようにふざけておられるのならお仕事を進めてください」

「きみが少しもかまってくれないから退屈なんだ」

　拗ねたように言う彼に、アマリアはため息を吐いた。

「殿下……いい加減にしないと怒りますよ」

「わかったよ。ちゃんと仕事をするから怒らないでおくれアマリア」

　席に戻ると、彼は仕方なさそうにペンを取る。

　心底残念そうな雰囲気があるが、そこは無視する。

　テオドールは昔からひとの心を振り回すのが得意だ。いちいち気にしていてはつけ込まれる。

　アマリアは扉の近くまで移動して控えていることにした。

　仕事をしている主君は本当に尊敬できる。

　何をやらせても簡単にこなせてしまう彼は努力というものを知らない人種であり、アマリアとは対極にあるが、王子としての彼のことは素直に尊敬していた。

　ただ、そう……。

（……さっきも、あと数秒遅ければ捕まっていたわね）

　抱きしめられそうになったときも、テオドールが席を立つ音はほとんどしなかった。足音も。きっとアマリアや同等の実力がある者にしか気づけない。

（く……やっぱり鍛錬が足りないのよ。殿下の気配にもすぐに気づけないようでは）

　あんなに近づかれるまでわからなかった自分が恥ずかしい。

　アマリアは騎士とはいえ女性だ。相手がその辺の男ならともかく、訓練を積んだ男が相手となると、力では負けてしまう。

　捕まる前に気づいて対処しなければならないのだ。それなのに、さっきは気づくのが遅すぎた。

（あとでセルベに付き合ってもらおう）

　鍛錬を積まなければならないと、同僚のことを考える。

　彼は人一倍面倒くさがり屋だが、テオドールの護衛としての腕前はアマリアと拮抗している。

　今度食事でも奢ると言って誘おう。そうすれば釣れるかもしれない。

　などと考えていたときだった。

「アマリア、もしかして、また努力が足りないとか……思っている？」

「っ」

　唐突に考えていたことを当てられ、驚きのあまり言葉が出てこない。

　テオドールはその様子を見てくすくすと笑った。

　愛おしそうに青の瞳を細めて微笑む姿はひどく魅力的だ、普通の令嬢なら喜ぶだろう。

　だが、アマリアにかぎってはそうではない。

「ああ、やっぱり。きみはわかりやすいな。とてもかわいいよ」

「……今、そのようなことを言われても嬉しくありませんよ」

　それはわかりやすくてかわいいという意味なのだろうが、騎士としては褒められた気がしない。

　自分でも、もう少しそういった面でも成長したいと思っているだけに。

「努力が足りないと感じているなら、私が手伝ってあげようか」

　一瞬、過去の苦い記憶が蘇り、アマリアの身体が固まった。

　緊張に呼吸が浅くなり、嫌な汗が背を伝う。

　耳から聞こえる鼓動に、アマリアは拳を握った。

「結構です、殿下。私が、守るべきあなたに刃を向けてどうするのですか」

　精一杯声が震えないように気をつけながら言うと、彼はどこか影のある笑みを浮かべた。

　そう、彼はよくこういう表情をする。それでも、昔に比べれば情緒豊かになったほうだ。

「残念だな、私はただ……きみが、セルベあたりと稽古をしたり、そのあと一緒に出掛けたりするのが嫌なだけなのに」

「――」

　彼はひとの頭の中でも見えているのだろうかと、少しばかり恐怖する。

　しかし、アマリアが鍛錬に誘うとしたらそれはセルベくらいのものだし、セルベを釣るには餌が必要なので、普段から二人を見ているテオドールには予測のつく話なのかもしれない。

　実際、アマリアが食事を奢ることを条件にセルベと稽古をすることはめずらしくない。

「ね、私が相手になってあげるよ。そうしたら、あとで私とお茶をしてほしいな」

「お断りします」

　アマリアはテオドールと稽古をするつもりはなかった。

　苦い記憶に打ち勝つ自信が今はまだない。それがとても悔しい。

　テオドールはアマリアの返事を聞くと、また拗ねたように言う。

「じゃあ、私の鍛錬にきみが付き合ってくれるのでもいいよ」

「嫌です。それならば私より適任の者が大勢いるはずですし」

　そう言うと、テオドールはつまらなそうに視線を逸らした。

「そう。じゃあやっぱりきみはセルベと一緒にすごすわけだ」

　少々棘のある言い方に違和感を持ったが、深く考えるべきことではないと判断した。

　あまり深く考えると、今のこの心地よい距離感ではいられなくなる……そんな予感がしたのだ。

「妙な言い方をしないでください、彼は同僚であり仲間です。そしてただ私の訓練に付き合ってもらうだけです」

　アマリアがそう言うと、テオドールは視線を逸らしたまま言う。

「でも、彼と一緒にいるときのきみは楽しそうだ。私といるよりもずっと。ずるいな……羨ましくて胸が焼ける想いだよ」

「ご冗談を」

　そう言うと、テオドールの青の瞳がアマリアに向けられる。

　妙に色気のある視線に、思わず心臓が高鳴った。

　それを押し殺して、アマリアは何も感じていないように振る舞う。

「冗談ではないって、さっきからずうっと言っているのに」

「……殿下、ペンが止まっています」

　どうしてもこの雰囲気から逃れたくて、アマリアはあえてそれを指摘した。

　すると、彼はふうと小さなため息を吐く。

「わかったよ。きみは意地悪だな、アマリア」

　結局、その後アマリアは何も言えなかった。

　ペンが走る音を聴きながら、ただ、早くこの奇妙な時間が終わればいいと思っていた。

　そして、意地悪なのは自分ではない、テオドールのほうだと思いながら。










第二章

苦悩と距離











　テオドールの護衛を他の騎士と交代したあと、アマリアは王宮の廊下をのろのろと歩いていた同僚の襟首を掴んで止まらせた。

「鍛錬に付き合えー？」

　黒の短い髪に銀の瞳を持つ、黒い騎士制服の青年、セルベ・イルディアは案の定、ものすごく嫌そうな顔で、ものすごく面倒くさいという雰囲気を醸し出しながらそう言った。

　日頃からつりあがった目が、嫌そうに細められていっそうつりあがって見える。

「セルベくらいにしか頼めないのよ」

　彼くらいしか、アマリアについてこられる者はいない。

　アマリアが言うと、セルベは大きなため息を吐いた。

「いいじゃねーか、アマリアはもう充分強いし。それ以上どこに向かう気だよ、仙人にでもなる気か？　女にしては充分だって、な」

　じゃ、と手を振ろうとするセルベの腕を掴み、アマリアは不満そうに言う。

「あなた、面倒くさいだけでしょ」

「わかっているなら俺に頼むなよ。ただでさえクソ寒くて動きたくねえのに」

「あなたじゃないと、私とやりあえないでしょ!!」

　アマリアの懇願に、彼は『面倒だなあ』と呟いた。

　だが、ここで諦めてなるものか。セルベが駄目だった場合、ほとんどの相手は彼女にとって余裕で勝ててしまう者ばかりだ。

　アマリアは彼の腕を引っ張りながら言う。

「あとで、ご飯奢ってあげるから！」

「……んー、そうか。それはしようがない、付き合ってやろう」

　セルベは実家への仕送りで日々あまりお金がない、らしい。本人が言うには。

　実際の事情は知らないが、あまりいい食生活をしていないことだけは知っている。単純に面倒くさいだけなのかもしれないが。

　騎士団には食堂もあるが、彼がそこにいることはあまりない、朝は寝坊、昼は昼寝、夜は早寝、そのような具合で彼はあまりそこにいない。

「いやしかしな……また殿下に睨まれるのも恐いんだよなあ」

　一度は頷いてくれたのだが、セルベは頬をかきながら何か嫌なことを思い出したのか、銀の瞳を嫌そうに細めた。

　いったいなぜ、今テオドールの話が出てくるのだろうか？

「殿下？　どうして今、殿下の話が出てくるの？」

　首を傾げるアマリアに、彼は『はー』とまた大きなため息を吐いた。

「鈍感なのもほどほどにしておけよ、アマリア。俺はまだクビになるわけにも死ぬわけにもいかねーんだからさ」

　随分物騒だ、セルベくらいの腕前があれば、そう簡単に死ぬこともないし、クビにされるようなこともないだろうに。

「え？　なんでそんなに物騒な話になるのよ？」

　心底不思議そうにしているアマリアに『もういいや』と言ってセルベは歩き出した。

「ほら、鍛錬場に行くぞ。手加減はしねーからな」
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　木刀がぶつかる感触にアマリアは歯を食い縛った。

　セルベは強い、力で正面からぶつかっても勝てるわけがないのだ。

　一旦退いて、彼女はすぐにもう一度木刀を構える。

　技術でなら互角の勝負ができる。勝てる可能性も当然ある。

　同時に負ける可能性があるのも、セルベだからこそだ。

　手が痺れる。けれどアマリアはそれを堪えて踏み込んだ。

「っ……今日も激しいな、アマリア」

　セルベが厭味っぽく笑う、アマリアはそれに口角をあげるだけで、そのまま木刀を振るう。

　負けない、負けるわけにはいかないのだ。

　テオドールの護衛を務める者として、強くなければならない。

『ね、私が相手になってあげるよ。そうしたら、あとで私とお茶をしてほしいな』

　ふと、一瞬だけ意識がさきほどのテオドールの言葉に向く。

　――いい戦いだったよ。

　同時に過去の苦い記憶が蘇り、剣先が鈍った。

「隙あり、だぜ！」

　一気に踏み込んできたセルベの木刀を避けて、アマリアもこれで最後にしようと踏み込む。

　試合中に意識が散漫になるなど言語道断だ、それで負けるというのは余計に。

「負けないッ！」

　二人の動きが止まったとき、アマリアの木刀はセルベの喉元に突きつけられていた。

「……はあ、負けたか。しかしどうした？　おまえが試合中に他に意識を向けるなんてめずらしいじゃないか」

　不思議そうにしながら木刀をおろすセルベに、アマリアも一歩退きながら、少し悔しそうに言う。

「……ちょっと、ね」

　こんなに情けない話、セルベにもできそうにない。

　あのときのことは、アマリアにとって屈辱的で、そして情けないと思うことだった。

　今もそれを乗り越えられていないことも。

「ははあ、さては殿下と何かあったな？」

「どうして殿下のことが出てくるのよ」

　にやりと笑ったセルベに、アマリアが不満そうに眉を寄せる。

　あながち間違ってもいないところが悔しい。

「あのひとはおまえにとって『特別』なんだろうからな」

　特別とは、また大袈裟だ。

　たしかにアマリアにとってテオドールは主君であり、特別なひとではあるが、セルベの言い方はそういう意味ではなさそうだ。

「はあ？　何を言っているの。殿下は我があるじ、それだけよ」

　しかし、セルベはその言葉に納得した様子ではない。

　にやにやと笑ったままアマリアに視線を合わせて言う。

「おまえにとっては特別、だろ。俺や他のやつとは違う。あるじが自分の身も余裕で守れるならそれに越したことはないと俺は思うが、おまえはそうじゃないんだろう？」

　その言葉が何を指しているのかはすぐにわかった。さきほどから脳裏にちらつく、過去の苦い思い出だ。

「――ちょっと、その話を蒸し返す気？」

　その話は、アマリアにとって何よりも耐え難い屈辱の記憶だ。

　思い切り眉を寄せて言うと、セルベはスッと離れて軽く肩をすくめてみせた。

「むきになるなよ、それより、飯を奢ってくれるんだろ？」

「駄目、もう二本は勝負してちょうだい」

　アマリアの言葉に、セルベは大きなため息を吐いた。

「はー……勝ったんだからいいじゃねーかもう」

「駄目。身体だってあったまってきたでしょ？　言っておくけど手抜きなんてしたら許さないわよ」

　アマリアがニコリと作り笑いを浮かべると、セルベは『はいはい』と頷いた。

　その様子を遠くから眺めていたテオドールは、無表情のまま小さく首を傾げた。





＊　＊　＊






　結局セルベがへとへとになるまで付き合わせたアマリアは、翌日もいたって元気にテオドールの護衛についた。

　その日は夕暮れからの任務だったが、彼女はそれまでも走り込みや剣の稽古をしていた。

「昨日は楽しそうだったね、アマリア」

　部屋に入ってアマリアが口を開く前に、にこにこと微笑んでいるテオドールがそう言った。

「はい？　昨日……ですか？」

　どうやら今日の主君はあまり機嫌がよくないらしい、こういうときの彼はだいたいそうだ。

　しかし何かあっただろうかと記憶を探るあいだに、テオドールが席を立つ。

　すぐ傍まで来た彼は、アマリアの頬に指を滑らせた。

　考え事をしていて警戒が薄かっただろうか、油断したのかもしれないと考える。

「――殿下？」

　間近に見る美しい顔が、ひどく冷たい表情をしているように思えて、少しの恐怖心が湧く。

　彼はそういうひとだ、ときに奇妙な威圧感がある。

「どうなさったの……です、か……」

　しかし、アマリアが言い終える前に彼の指が唇をなぞり、ぞくりと背筋を不思議な感覚がよぎる。

　それに戸惑っているあいだに、テオドールは彼女の耳元に唇を寄せて囁いた。

「アマリアは、セルベのことが好き？」

　好きかと問われれば好きだ。彼はいい同僚だし、友人だ。

「……はい？　ええ、よい同僚だと思っております」

　そう言うと、彼はくすくすと笑った。耳に吐息が触れてくすぐったい。

　離れなければならない、そう思うのに、足が思うように動かなかった。

「きみらしい返事だ。だけど、そういう意味じゃない」

「や……っ」

　耳を食まれて、アマリアの身体がびくりと震える。

　今度こそ離れようとしたときには、しっかりと抱きしめられていた。

「彼を男として見ているのかと、聞いたのだけれど」

　テオドールの言葉に、アマリアは双眸を見開く。

「な、ななな、何を馬鹿なことを！　そんなこと、あるわけないでしょうっ!?」

　アマリアは頬を真っ赤に染めてそう言った。しかしテオドールは離してくれない。

「本当に？　私はね、妬いているんだよ。私にはつれない態度ばかり取るのに、彼にはそうではないから」

　妬いている？　テオドールが？

　意味がわからない。なぜそんなふうに思うのか、なぜ、こんなふうにされているのか。

「殿下っ……やめてください、離して……っ」

　首筋に顔をうずめられて、羞恥と混乱で目が回りそうだ。

　彼の言葉は冗談だとずっと思っていた。

　探さなくても美しい令嬢が大勢寄ってくる彼が、自分のような女に興味を持つとは思えなかったのだ。

「私の言葉は冗談だとしか思ってくれていないだろう？　きみも悪い」

　図星を突かれて言葉に詰まる。

　こんなことをされてもまだ、からかわれているのではないかという疑念はアマリアの中に残っていた。

　テオドールが、自分のような人間に興味を持つ理由がない。

　アマリアは騎士を務めるような女だ、テオドールの周囲にいるような女性とは違う。

「殿下、あまりふざけないでください。私――……」

　そう告げると、彼は少しだけ身体を離して、アマリアの瞳をじっと見つめた。

「ふざけているように見えるのかい？　心外だな」

「っ……」

　何もかもを見透かすような青の瞳が恐ろしくて、アマリアは視線を逸らすことしかできなかった。

「アマリア、きみが好きだと言ったらどうする？」

「は……？」

　しかし、続いた言葉に思わず彼に視線を戻す。

　何を馬鹿なことを言っているのだろう、これも冗談なのだろうか？

　それとも……。

「わからない？　きみを愛していると言っているんだよ」

　甘い声音に眩暈がした。

　これは悪い夢か何かだろうか、こんな日が来るなんて、思ったこともなかった。

　彼は騎士とあるじという一線を越えないだろうと、どこかで思っていた、信じていた。

　そもそも、彼が自分に興味を持つ理由が無い。

　絶世の美女が彼には大勢寄ってくるのだから。

「冗談、でしょう？」

　アマリアが言うと、彼はすうっと瞳を細めた。

　奇妙な威圧感があり、アマリアは身を竦める。

「ほう？　どうしてもそう言うんだね、きみは」

「だって……んっ」

　言葉を紡ごうとした唇が、彼の唇によって塞がれる。

　アマリアは状況を飲み込めずに、瞳を見開いた。

　唇に触れるあたたかな感触に、思考が追いつかない。

「ん、んぅ……っ……や……っ」

　まさかこんなことをされるとは思わず、油断して薄く開いていた唇から彼の舌が口腔に入り込んでくる。

　こうして抱きしめられることも、キスをされるのも、何もかも初めてのアマリアは混乱していたが、やがて状況を理解すると彼の身体を突き飛ばす。

　……とはいえ、テオドールが退いたと思うほうが正しいかもしれない。

「っ……！　何をなさるのですか、殿下……っ!!」

　震える彼女の声に、彼は影のある表情で、少しだけ歪な笑みを浮かべる。

　普段は明るく優しい王子様であるだけに、その差を激しく感じる。

「きみが信じてくれないからだろう？」

「……お酒でも、飲まれたのですか？　それとも、私を疎んでおられるのですか？」

　酔っているか、嫌がらせか。

　その程度しか思い浮かばない。しかし、アマリアもわかっている、彼はアルコールに潰されるような男ではないし、冗談や嘘でこういうことをする人間でもない。

　テオドールはアマリアの言葉に瞳を細め、歪にくすりと笑った。

「愛しているのだと、言ったと思うんだが。まだ信じてはくれないのかい？」

　彼は『ああ』と言葉を続けた。

「それとも、私に触れられるのは耐え難いほど嫌なのかな、だとしたら悲しいかぎりだ。きみもそれなりに私を好いてくれていると思っていたんだけどね」

「っ」

　それは事実だった。

　アマリアは騎士として、その想いを認めるつもりは一切なかったが、彼のことを異性として想うことがあったのは本当のことだ。

　これまでも、これからも、一切表に出すつもりも、認めるつもりもなかったが。

　そう、身分の高い者は、相応しい相手と結ばれるべきなのだ。

　母のように、両親のようになりたくなければ……。

　それなのに、今、彼女はその感情を自覚せずにいられない状況にある。

「……殿下、このようなことをなさるなら、私は……あなたの騎士ではいられません」

　アマリアは震える声で言葉を絞り出した。

　しかし、その返事に彼は綺麗な作り笑いを浮かべると、小さく首を傾げて言う。

「私がそれを許すとでも？　きみは私の騎士だ、ずっとね。妻になってくれるというなら話は別だが」

　絶望的な返答だった。彼が否と言うなら、アマリアにはどうすることもできない。

「殿下！」

　この想いは墓場まで持って行くべきものだ。

　成就するべきものではない。

　自分が他の令嬢や貴族にどう言われているかよく知っているからこそ、本当にテオドールのことを大切に想っているなら、この気持ちは殺すべきなのだ。

　騎士になったことを後悔したことはない、だが、これはそれとは別の話だ。

「アマリア、きみがどう考え、どう思っていようとも……私はきみを手放すつもりなどないし、諦めるつもりもない」

　テオドールの言葉に、アマリアは悔しげに唇を噛んだ。

　できることなら、ずっと彼の騎士でいたいと思う。彼を守る剣でありたいと思う。

　だが、彼は自分にそれを求めてくれてはいないのだろう。

　彼が望んでいるのは、騎士としてのアマリアではなく、女としてのアマリアだ。




　その日の護衛は、初めて重く憂鬱な気分で終えた。

　セルベと交代し、テオドールの部屋を出て、アマリアは彼の言葉を思い出してまた重い気分に浸っていた。

（殿下が私を……そんなふうに……）

　彼はあるじであり、アマリアは騎士である。

　その立場を変えるつもりはない。だが、彼はそれを望んでいない。

　どこかで、ずっと冗談を言い合うような距離感が続いていくのだと思っていた。

　それはアマリアが最期を迎えるまで……変わらないのだと、信じていた。

（大丈夫。明日からはもっと気配に気をつければいいのだし……殿下と私では、つりあわないんだから）

　軽く頬を叩いて、アマリアは前を向く。




　その頃、セルベは不機嫌そうなあるじにまいっていた。

　セルベとテオドールの付き合いはかなり長い。テオドールが幼少の頃から傍で仕えてきたので、セルベに対して彼はあまり演技をしない。

　年齢はセルベのほうが下だが、セルベは騎士団に入隊してすぐに実力を認められ、歳も近いということでテオドールの護衛になった。

　なお、セルベとアマリアは同い年だ。

「機嫌、悪いですね。殿下」

　セルベが棒読みで言うと、書類を処理していたテオドールの視線が向けられる。

　蛇のようだ、とセルベは思ったが、表には出さない。

「ああ、悪いよ。愛しいひとはきみのほうが好きなようだから」

「いやぁ……そういう感情じゃないでしょうけどね、あいつのは」

　セルベもアマリアのことは気の強い妹のように思っているが、それ以上ではない。

　たぶん、アマリアにとってのセルベも兄のようなものだろうと思うし、彼女が本当は誰を想っているのかも知っているが、そもそもそれにはテオドールも気づいているはずだ。

　それなのに、あるじはいったい何が不満なのだろうか。

「彼女になつかれているきみが羨ましい」

　拗ねたようなテオドールの言葉に、セルベは『ははあ』と呟いた。

「もしかして、昨日の稽古のことを根に持っていますか」

　そう言うと、テオドールは視線を逸らした。正解らしい。

「私が言っても彼女は頷いてくれないよ。やっぱり初対面のあれがよくなかったんだろうか」

　アマリアの苦い記憶に関わることだ、たしかにあの頃のテオドールはアマリアに興味こそあれ、好感は持っていなかっただろう。

　それが彼女を護衛に選んだ理由であり、こうなることはテオドール自身も予測できなかったのだと思う。

「いいや、殿下の場合は初対面で試合をしてもしなくても、アマリアのやつならすぐに気づきますよ」

　あなたのほうが格上だと。というのは言葉にしないでおく。

　テオドールは本当に天才だ、たいして努力をしなくても、セルベやアマリアから勝ちを取るのは彼にとって造作も無い。

　だからセルベも、明確にテオドールに勝利したことはない。

　勝負がつく前に、テオドールが退くのがいつものパターンだ。

　勝敗がつくまでの試合だとしたら、セルベもアマリアも彼に敵わないだろう。

「意地の悪いことをしたのは自覚しているんだ」

「自覚はあったんですか」

　テオドールの呟きに、セルベは重症だなあと考えた。

　主君は昔から何にも興味を持たなかった。変化が現れたのはアマリアが護衛についてからだ。

　何があったのかは知らないが、気づいたらテオドールとアマリアはとても仲がよくなっていた。

　それをセルベは喜ばしく思ったし、テオドールの変化はよいものだと思っていたが、どうやら出会いの弊害は大きかったらしい。

「……私も彼女と食事をしたい」

　不満そうなテオドールに、セルベは頬をかいた。

「あいつは殿下にとってそんなに魅力的な女ですか」

　まあたしかに、容姿はかわいらしい。美人だと思う。

　しかし、テオドールがそこまで入れ込む相手だとも思えない。

「彼女はとてもかわいいだろう？」

「いやまぁ、容姿はよいと思いますが……けど、殿下の周りに寄ってくる女は美人揃いでしょう」

　セルベが言うと、なぜかテオドールは眉を寄せた。

　そういうことを言っているのではない、という雰囲気だ。

「容姿だけのことを言っているわけじゃない、見ていて面白くて飽きないだろう？」

「はあ……」

　このひとにとってアマリアは小動物的な何かなのだろうかと考える。

　努力というものを知らない主君にとっては、アマリアのような少女はめずらしいのかもしれない。

　それに、テオドールに寄ってくる女性の中に、アマリアのように熱心な努力家はいないかもしれない。ただでさえ彼女は令嬢でありながら騎士を選ぶような人間だ。

　退廃的な令嬢たちと違って、心に燃えるような炎を抱いている。

「俺はあなたが幸せになってくれれば、それでいいんですけどね。でもアマリアは難しいと思いますよ、あいつはあくまでもあなたの『騎士』でいたいんでしょうから」

　セルベが言うと、テオドールは小さくため息を吐いた。

「そうなのだろうね……こんなふうに悩むのは初めてだよ。やきもちを焼くのもね。もともとさほどよい人間ではないと自覚しているが、醜いものだね」

　こんなふうに苦悩している主君を見るのは初めてで、セルベは苦笑をこぼした。

　なんでもそつなくこなすテオドールは、どこか生きるということと縁遠く感じることがあったが、今の彼を見ていると安心できる。

　たぶん、アマリアが来てからだと思うのだ。主君がこういう人間らしい姿を見せるようになったのは。

　それまでの彼は、いつも無感情で無感動だった。

　顔は笑っていても、本当に笑っているのかと言われたら答えは否だっただろう。

　昔のテオドールには、感情というものが欠落していた。

「殿下のことを応援しますよ、俺は」

　セルベが言うと、テオドールは片眉をあげて言う。

「きみに言われると、なんだか癪だな」

「拗ねていますね、本格的に」

　これはまいった、本当にクビにされるのではないだろうかと思ったが、ほどなくしてテオドールは小さく笑った。

「冗談だ。きみたちが相思相愛ではないのなら、幸いだよ。セルベのことは弟のように思っているからね、険悪な仲にはなりたくないものだ」

「そんなに年上じゃないでしょうに」

　セルベが言うと、テオドールはにこりと微笑む。

「だが、私のほうが年上なのは事実だ」

「はあ……」

　弟というのは少々くすぐったいが、しようがない。
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「うう……」

　翌朝、アマリアはほとんど眠れないまま夜を明かした。

　いつでも快眠な自分がこんなふうになるとは意外だった。

　思いのほかテオドールの変化がこたえているらしい。

　ふと、彼に触れられた唇が疼いて、その感触を忘れようとするように彼女はごしごしと手の甲で唇を拭った。

（殿下の馬鹿……）

　気を抜くと弱い自分が出てきてしまいそうで、彼女は首を横に振る。

　ベッドの中で身じろぎ、明朝の冷たい空気が満ちる中、身体を起こす。

「しっかりするのよ、アマリア！」

　ぺしぺしと両の頬を軽く叩いて、ベッドから降りる。

　今日も夜からアマリアが護衛にあたることになっている、午前は鍛錬を積んで、午後から少し休憩を挟んで護衛の任務につこうと考える。

　顔を洗い、長い髪を梳かして高い位置で一つに結いあげ、黒の制服に着替えて部屋を出たのだが、ほどなくしてアマリアは同僚に呼び止められた。

「殿下があなたを呼んでいる」

　そう言われて、首を傾げる。

　こんなに朝早くから、どうしたのだろう？

　少々嫌な予感を覚えるのだが、聞いたからには行かないわけにはいかないだろう。

　アマリアは頷くと、彼の部屋に向かって歩き出した。

（いったい、なんの御用かしら……？　昨日の今日だし、少し不安ね）

　テオドールは、きっともう騎士とあるじという線引きをしてくれないだろう。

　そのことがアマリアにはとても恐ろしかった。

　彼との関係が変わってしまうのは嫌だ、自分は、ずっと彼の剣でいたいのだ。

　叶うなら、変わらず彼に仕えていたいと思う。

「殿下、お呼びでしょうか？」

　テオドールの部屋の前に着いて、扉をノックする。

　中から返事があって、アマリアが扉を開ける。

「ああ、アマリア。来てくれたんだね、嬉しいよ」

　甘く微笑んだ彼に、アマリアは視線を逸らしそうになるのを堪えた。

　逸らしてしまえば、自分の感情を認めるようなものだ。

「あの……」

　そして、問題は微笑んでいるテオドールではなくて、部屋に用意されたテーブルと食事だ。気のせいでなければ二人分ある……のだろう。

　とても、とても嫌な予感がする。

「さすがのきみも朝食はまだだろう？　一緒に食べたいと思ったんだ」

「殿下……」

　頭痛を覚えて、アマリアが額を押さえる。

　どうして騎士が王子と食事をとることになるのだろう、同じテーブルについて。

　それに、アマリアはとても早起きだ。テオドールはそれを知っているだろうから、先に起床していたのだろうと思うと胃痛がしてきそうだ。

「いけません、私はあなたの騎士なのですからっ」

　アマリアが言うと、テオドールはにこにこと微笑んだままで言う。

「では、残念だけどこの食事は処分してもらうしかないな。可哀想に、料理長が腕によりをかけて作ってくれたというのに」

「……」

　テオドールはアマリアが何を嫌がるかよくわかっていると思う。

　アマリアは葛藤した、誰かが作ってくれた食事だと思うと、捨てるなんて耐え難い。しかし、テオドールと一緒に食事をするというのは騎士として間違っている。

（ど、どうしよう……どっちも嫌だわ）

　葛藤するアマリアに近づいて、テオドールがそっと彼女の頬に触れる。

　慌てて現実に戻ってきた彼女は距離を取ろうとするが、すぐに腕の中に収まってしまう。

　やはり気配もへったくれもあったものではない、いったいどうやっているのだろうか。

「一緒に食べてほしいな、アマリア。きみのために用意させたんだ」

「――」

　そっと唇をなぞった指先に、思わず身体が震える。

　おかしな声がこぼれそうになるのを堪えて、アマリアは視線を彷徨わせた。

　葛藤はある、しかし、王子と騎士が同じテーブルで食事をするなんて、やはりおかしいと思う。

「し、しかし……私は……」

「どうしても駄目かな？　悲しいよ、きみはセルベとは食事に行くのに、私との食事は断るんだね」

　まだそれを根に持っていたのかと驚く。

　彼にとっては、それがとても重要なことらしい。

　しかし、セルベとテオドールは同じではないし、同じにはできない。

「せ、セルベは、同僚ですから」

　ぎこちなくアマリアが言うと、テオドールは彼女の顔を覗き込むようにして言う。

　切なそうな表情に、多少罪悪感が顔を出す。

「私がどんなふうにお願いしても、きみは頷いてくれないだろう？」

「……」

　どうするべきか……悩みはしたが時間はない。

　アマリアは俯いて、か細い声で答える。

「……それが、殿下のご命令ならば……従います」

　結局、料理長の厚意を無駄にすることが彼女には耐えられなかった。

　テオドールは、そうすると決めたらそうしてしまうひとだから。

「本当かい？　嬉しいなあ」

　顔をあげると、本当に嬉しそうな彼の顔が映って、アマリアは高鳴る鼓動を無視して眉を寄せて言う。

「ですが、これ一度きりですからね。こんなこと、二度もあろうものなら、殿下と口などききませんから」

「うん、わかった。じゃあ、食べよう？」

　本当にわかっているのだろうか、少々不安だ。




　食事はとても、とてもおいしかった。

　実家でもこんなにおいしい料理は食べたことがない。

　いつ知られたのかアマリアの好物が多くあって、不可解に思いながらもありがたく食べた。

　テオドールはアマリアが食事に感動しているのを観察して、楽しそうに笑っていたので、まあ、よしとしたい。この一度きりだが。

　その後、日暮れを迎える頃、アマリアは鍛錬場にいた。

　この不安や焦燥は汗と共に流してしまうべきだ、そう考えた。

　もしかしたら、もうテオドールと以前のような関係には戻れないのかもしれない、そのことが恐ろしかった。

　ずっと続いていくのだと、漠然と信じていた関係は、今脆くも崩れ去ってゆく。

（私はただ……殿下の剣でいたいだけだったのに）

　心がずきりと痛む、この恋は、この想いは、きっと認めるべきものではない。

　最期まで、何も言わずに、認めもせずに、持っていく覚悟であったのに……。

　それを彼は許してくれそうにない。










第三章

テオドールの追想











　昔から何をやってもうまくできてしまう人間だった。

　最初はそれが嬉しくて、誇らしかった、父も母も、周囲も喜んでくれて。

　けれどしだいにその能力を持て余し、テオドールは日々をつまらなく思うようになった。

　父も母も周囲も、自分のことを見てくれているわけではないのだと、気づいてしまったのだ。

　才能のある自分を愛してくれても、能力のない自分を愛してはくれないのだと。

　母はよくテオドールを褒めてくれた、しかしそれは、王妃という立場をたもつためのものだった。

　テオドールのことなど、誰一人として気にしていないのだ。

　それはなんて、虚しいことだろう。悲しいことだろう。

　けれどそう思ったのも最初のうちだけだった、時を追うごとに、彼の中でそれらはどうでもいいことになり、感情も想いも、すべてを置き去りにしてしまった。
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　つまらない日々、簡単すぎて単調な日常。

　けれどこの地位に生まれたからには、責任だけは果たさなければならない。

　ただそのために、生きている。

　それ以外に生きている理由などない。

　退屈だ。とても。

　誰にも自分という存在を求められていないと理解してから、テオドールは無感情で無感動になっていった。

　能力だけが必要なら、存在だけに意味があるなら、うわべだけの自分に意味があるなら、感情も感動も必要ない。

　彼女を初めて見かけたのは、そんなふうに日々が色褪せたある日のことだった。

　……その日は王城で舞踏会が開かれていた。

　護衛のセルベと共に会場に向かってほどなくして、令嬢たちのひそやかな陰口が耳に届いた。

『女に生まれたというのに、騎士ですって』

『まぁまぁ、野蛮ですこと』

『レテッツィア家も堕ちたものね』

　彼女たちの視線の先をなぞると、真新しい黒い騎士の制服を纏った、いかにも気の強そうな少女が佇んでいた。

　見た目は美人だが、纏う雰囲気は令嬢のそれではない。軍人のものだった。

　それに少しだけ興味を持った。

　燃えるような意志を抱いた、その瞳に。

　当然招待客ではなく、警備を担当している者なのだろうが、レテッツィア家というのは伯爵家の中でも格上だったはずだ。

　本来なら、彼女はこの場に招待を受けた令嬢としているはずだっただろう。

「あいつが気になりますか、殿下」

　ふと、セルベに声を掛けられて彼はそちらに視線を向けた。

「騎士団の新入りなんですよ、なんでもどっかの偉い家の令嬢だとか。なんで騎士なんて志したのかは知りませんが、かなり腕の立つ女ですよ」

「ほう……興味深いね」

　よく両親が許したものだと思うが、おそらく彼女は年齢的に見ても末娘だろう。

　子供に甘いことでも有名な夫婦なので、自由を許したと見るのが妥当だろうか。

　しかし、それでも騎士を望んだのは彼女だろう。

　令嬢として生きていれば、危険なことなど何もないだろうに。

　よほどの愚か者か、お転婆娘か、いずれにせよ、ここにいるからにはそれなりに高いプライドがあるのだろう。

　女の身で騎士になったからには、並々ならぬ努力も重ねたことだろう。そう思うと悪感情が顔を出す。

「手合わせ願いたいものだ」

　テオドールの言葉に、セルベの顔が引き攣った。

　まずいと思ったのが顔にありありと出ている。

　セルベとは長い付き合いだ、テオドールの悪癖もよく知っている。

「殿下とですか？　いくらなんでも気の毒ですよ、努力家ですし、負けん気の強いやつですから」

「なら、余計に敗北したときどんな顔をするのか楽しみだ」

　セルベは言うべきではなかったという顔をしているが、テオドールは少しだけ楽しみだった。

　テオドールは天才だ、何もかも簡単にこなしてしまう。そんな彼からすると、研鑽を積み、自信を鍛え、日々鍛錬に励む人間というのは興味の対象だった。

　それはもしかしたら、そういうふうに生まれなかったからこその妬みでもあったのかもしれない。

　凡人は天才に嫉妬するが、天才は天才で悩みがあるものだ。

　テオドールのようにほとんど努力も何もしていない人間に敗北したとき、彼女がどんな顔をするのか。

　ただ、それだけの興味。

「そうだ、私の護衛に選んでみようか」

「はあっ!?」

　にこやかに言うテオドールに、セルベは銀の瞳を見開いた。

　やめてやってくれと言いたげだと思った。

「常々思っていたんだが、私の護衛には華がないと思わないか？」

「いらんでしょう、華なんて。探さなくても大勢寄って来るんですから。そもそも殿下にそんなに護衛が必要だとは思えないんですが」

　セルベはどうにかこの話を無しにしたいようだ。

　そうされると余計に、あえて護衛に選びたくなる。

　そして是非、手合わせをしたい。そのとき彼女のあの澄ました顔がどんなふうに歪むのか楽しみだ。

「決めた、彼女を私の護衛に加えよう。楽しみだ」

「で、殿下……いや、本当に、あいつ素直でいいやつですから……やめてやってくださいませんか」

　恐る恐るといった様子で言うセルベに、テオドールは満面の笑みで一言。

「嫌だ」

　とだけ答えた。

　素直でいいやつと言うなら余計に、どんなに醜い感情を晒してくれるだろう。

　……どんな顔をしてくれるのだろう。

　あの美しい顔を憎悪に歪めるだろうか、それとも、屈辱に怒るだろうか。楽しみだ。

　しかし、実際に顔を合わせた彼女は思っていた以上に真面目で勤勉そうな人物だった。

　快晴の空のもと、城の中庭で会った彼女は緊張しているようで、表情も身体も強張っている。

「殿下、このたびは……」

　震える声で薄桃色の唇を開く彼女に、テオドールは作り物の笑みを浮かべて言う。

「私に気を遣う必要なんてないよ、アマリア。私はあまり護衛の騎士たちと明確に境界を引いていなくてね、堅苦しいのは嫌いなんだ」

「さ、さようで……ございますか……」

　しゅんとした姿はやはり女性らしく思える。

　しかしこの時点では、テオドールにとってアマリアは幾千と咲く花の一つにすぎなかった。

　もしも未来のことまで予知できるなら、きっとこんな真似はしなかっただろうと言い切れる。

「ところでアマリア、私と手合わせをしてみないか？」

「……え」

　ずっと楽しみにしていたことを言うと、彼女は心底不思議そうに首を傾げた。

　ああ、彼女はどんなふうに醜い感情を晒すのだろう。

「私の護衛となる者の腕をたしかめておきたくてね」

　すべて嘘だ、護衛などテオドールは最初からあてにしていない。

　ただ、彼女の敗北する顔を見たいだけ。

「――僭越ながら、私が殿下に剣を向けるのはいかがなものかと」

　アマリアはあまり乗り気ではないようだが、ほとんどこのときのために彼女を護衛に選んだようなものだ、拒否権など与えない。

　テオドールの傍で控えていたセルベが不安そうに二人を見ている。

「私の命令だよ、それでも聞けない？」

「……承知、いたしました」

　彼女はようやく頷き、用意していた木刀をセルベから渡され、受け取った。

　テオドールも同じように受け取り、一本勝負をすることになったのだが……。

　……。

　アマリアは思っていたよりもずっと腕の立つ少女だった。

　どんなに努力をしようと女性である、と思っていたのだが、この腕前はセルベと匹敵するのではないだろうか。

　しかし、テオドールはセルベに一度も負けたことがない。苦戦したこともない。

　つまり、アマリアが勝利する可能性など最初からゼロに等しい。

　最初は躊躇いがちに打ち込んでいたアマリアだが、テオドールが自分より格上だと気づくと本気でかかってくるようになった。

　それに、とても、とても久しぶりに『楽しい』と感じたのだ。

　彼女に見える焦燥、そして恐怖、きっと努力に努力を重ねて得たのだろうその力でさえも敵わない相手との戦い、そこから窺える絶望感が面白い。

　何よりも、その瞳に宿る強い意志の炎が胸を高鳴らせる。

　敗北したとき、この炎は消え去るのだろうか？

　そう思うと、楽しみでたまらない。

「よくわかったよ」

　勝敗はつかないまま、テオドールが剣をおろすと、アマリアもそれに従った。

「ありがとう、きみはなかなか実力があるようだ。とてもいい戦いだったよ」

　そう口先だけは言ってみる、彼女のプライドを傷つけるためだ。

　実際に『いい戦い』だったかと言えば、テオドールはずっと手を抜いていたし、彼女にとっては屈辱的な試合だっただろう。

　しかし、テオドールは彼女の表情を見て青の瞳を見開いた。

「そう……です、か」

　とても悔しそうだった、と、思う。

　けれどそれは、負けたから悔しいのではないのだろう。

　守るべき相手に対して、力不足である己を悔いているように見える。

　彼女はそれほど本気で、ただテオドールという人間を守ろうと決めてここへ来たのだろう。

　アマリアが見せた感情は、醜悪なものではなく、ひどく尊いものだった。

　その瞳に宿る炎のような意志も、消えないまま。

「……っ」

　そのことが、ひどく心を揺らした。

　今まで、こんなことは一度もなかった。

　もちろん、セルベも他の騎士たちもいたって真剣に護衛を務めてくれている。

　だが、誰もテオドールをそこまで守る必要があるとは思っていない。あると思っていたとして、それはテオドールが王子だからだ。

　実際にそうなのだからしかたがないが、アマリアは本気で、ただ、よく知りもしないテオドールを守りたいのだと思った。王子だということを差し引いても。

　だが、よく知らないのはお互い様である。

　この日から、テオドールはアマリアという少女に興味を持った。

　何かに興味を持つことなど久しぶりで、胸が高鳴ったのを覚えている。
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　観察するかぎり、アマリアという少女は勤勉で努力家である。

　そして、女の身でテオドールの護衛になったというのに、一切媚びない。

　本気で職務をまっとうしようとしているのだろう。彼女ならたぶんそうだ。

　興味深い少女だと思う、けれどこの頃はまだ、それ以上ではなかった。

　ただ、彼女の瞳を見ていると、とうに失った何かが疼くような気がするだけだ。

　それは不快でもあり、けれど、どこか懐かしく心地よくもあった。

　しばらく、共にすごしたある日のことだった。

「……」

　疲れた。

　体調が悪いのはわかっているが、寝ていれば退屈で死にそうだ。

　彼は退屈というものがとても嫌いだった。

　よってテオドールはその日も変わらず机に向かっていたのだが、護衛がアマリアに交代してほどなくのことだった。

「殿下」

　気がつくと、彼女がすぐ傍にいた。めずらしい、いつもは呼んでも来てくれないというのに。

　まあ、ふざけて警戒されるようなことをする自分が悪いのだが。

「熱がありますよね？」

　しかし、続いた言葉に驚いた。

　テオドールの表情や体調の変化に気づく人間はそんなに多くない、そして、気づいたとしてもそこまで干渉する者もいない。

　べつに、気にされても鬱陶しいだけなので、かまわないのだが。

「ないよ、平気だ」

　だからこの日も、いつもと同じように微笑んでみせたのだが。

　アマリアはそっと手袋をはずしてテオドールの額に触れた。

「ほら、やっぱり。どうしてそんな嘘をつかれるのです」

　心配そうな表情が、具合が悪いせいかなんとなく癪に障る。

　みんなそうだ、心配なんて本当はしていないのに、そういう表情を取り繕う。

　見返りが欲しいのか、それとも媚びか『きみまでそんな顔をするのか』と思った。

　そのときに、自分がアマリアを思ったより信頼していたことに気づく。

　テオドールは、誰かに心配されることが大嫌いだった。

　ひねくれている自覚はあるのだ、けれど、本当はどうでもいいくせに、対価が欲しくてそんな顔をされるのが、嫌いだった。

　自分は無価値だと言われているようで、その証明のようで。

「……きみは、おせっかいだな」

　ふと、素に戻って無感情に言う。正直に言えば、演技をする元気もないのだ。

　しかしアマリアは気にしたふうでもなく、手を離すと言った。

「着替えてベッドで横になっていてください。何か食事を用意いたします。それを食べたら、お薬を飲んで休んでください」

　止める間もなく部屋を出て行く彼女を見送って、テオドールはしばらく考えたが言うとおりにすることにした。

　疲れているのは事実だ、このまま仕事を続けるよりは少し休んだほうが効率もいいだろう。

　しばらくして戻って来たアマリアは盆をベッドサイドのテーブルに置くと、米を煮込んだ料理をスプーンですくって、テオドールに差し出した。

「食べられますか？」

　そう問われて、そもそも『きみが食べさせるのか』と思ったが大人しく口を開く。

　ほどよく冷めたそれを食べるのに苦痛はなかった。

　けれど、彼女の行動一つ一つに苛立つ。

　心配してくれているなら感謝すべきかもしれない、けれど、それはどうせ純粋なものではない。

「なぜ私のためにここまでするんだ？」

　体調が悪いせいか、今日は外面をあまりうまく取り繕えていないような気がする。

　普段は表情豊かな王子殿下を演じているが、本来のテオドールの表情など死んでいるようなものだ。

　淡々とした声音で彼女に問うと、本当に不思議そうな顔をされた。

　彼女は、そんなテオドールの本来の姿にもまったく驚かなかった。

　たぶん、見破られていたのだろう。

「なぜって……殿下は私のあるじですから」

　それだけではないだろうと思う。

　あるじだから、という理由で優しくしてくれる人間は大勢いる……見返りを求めて。

　けれど、彼女はいつだってそんなものを求めず献身してくれている。

　それがテオドールには不気味で、少しだけ恐ろしかった。

　底の見えない湖を覗いているようだ。

「きみが欲しいのはなんだ？　私にはきみがよくわからなくて……時々、不気味に感じるよ」

　何を目当てにして自分の傍にいるのか、それを問うと、彼女はまた困ったように首を傾げた。

　本当に困っているのだというのがよくわかる。

　言い訳を探しているのか、テオドールに疎まれない答えを探っているのか、そう思ったが、彼女の様子はどうにも違う。

　今まで見てきた人間たちと、どこか、違う。

「欲しいものなんて何も。あるじを大切に想うのに理由が必要なのですか？」

　食い違っているのだと感じた。根本的に。

　彼女に垣間見える感情が不可解で、体調不良もあいまって余計に苛立つ。

　少しだけ声を荒げて彼は言った。

「では、きみは何も見返りが必要ないと言うのかい？　馬鹿馬鹿しいだろう、そんな理由で命を賭すのは」

　そんな馬鹿げた話があるわけがない。

　彼女にだって、何かしらあるはずだ、無い人間なんているわけがない。

「……殿下は」

　そこまできて、ようやく彼女は少しだけ理解したらしい。

　どこか納得したような表情で、彼女は花のように柔らかく微笑んだ。

　それは純粋なもので、優しく、慈愛に満ちていた。

　そのことが、テオドールには恐ろしかった。

　今まで一人も、そんな顔をするひとはいなかった、実母でさえも。

　その感情の、笑顔の示すものが何なのかわからなくて、恐ろしく感じたのだ。

「私があなたのために命を賭すのは、他でもない私の選択です。それは私の夢でもあり、私の生きる意味でもあります。見返りとおっしゃるなら、それだけで私は充分ですよ」

　では、彼女はテオドールに何も求めないと言うのだろうか？

　驚いて瞳を見開くテオドールに、彼女はおかしそうにくすくすと笑った。

「そういうお顔もできるのですね、殿下」

　その笑顔が、妙に心に残った。

　生まれて初めて、誰かの笑顔に心を惹かれたのかもしれない。

　そして生まれて初めて、誰かに想ってもらえるということの喜びを知ったのかもしれない。

　打算もなく、見返りも求めず、媚びでもなく、テオドールが心配なのだと笑った彼女に。

「殿下……私にとってあなたは王子である前に一人のひとなのです。あなたが苦しめば悲しむ人間も、いるのですよ。それは私以外にも、必ず」

「……きみは、おかしなひとだ」

　テオドールはそう言って、弱々しく微笑んだ。

　体調が悪いから、妙に彼女を愛らしく感じるのだろうか。

　それとも、彼女が心から自分を案じてくれているのが嬉しいのだろうか。

　苛立ちは消え去って、残ったのはなんだか、あたたかな感情だった。

　こんなふうに胸があたたかくなったのは、いったいどれほど久しぶりのことだろう？

「さあ、お薬を飲んでください。そしてゆっくり休まれてくださいな」

「ああ、そうさせてもらうよ」

　この日から、いっそう彼女に興味を持つようになった。

　アマリアは見ていて飽きない。

　テオドールがとうの昔に忘れたものを思い出させてくれる。

　血の滲むような努力をしている彼女を見ると、テオドールは不思議と生きているという実感を得ることができた。

　ありのままの自分を見てくれる彼女と一緒にいると、楽しいと思えた。

　最初はただ、彼女に屈辱を与え、そのときどんな顔をするのかが楽しみで近づいた。

　だが彼女は、ことごとくテオドールの予想を裏切ってくれた。

　体調もよくなった頃のこと。

「アマリア」

　テオドールが名を呼ぶと、控えていた彼女は首を傾げた。

「こっちへおいで？」

　そう言って微笑むと、彼女は不思議そうにしながらも近づいてくる。

　何か用があるのだと思ったのだろう。

　そんな彼女の不意を突いて、身体を引き寄せて膝に乗せる。

「な……っ、殿下!?」

　意外と柔らかいのだと思った。

　よく鍛えているだけに、令嬢のような感触ではないが、あたたかくて心地いい。

　甘い香りがして、テオドールは強く彼女を抱きしめた。

　こうしていると、とても落ち着くし、胸が満たされるのだと気づいた。

　たぶん、自分は彼女に恋をしている。いや、恋以上のものなのかもしれない。

「うん、かわいいな。きみは」

「――ふざけていらっしゃいますね？」

　怒らせたようだ、しかし耳まで赤くなっているのを見ると少しおかしくて笑ってしまう。

　アマリアはすぐにテオドールの腕から抜け出すと、さっさと距離を取った。

「もう。馬鹿なことをなさっていないで、お仕事を早く終わらせてください」

　テオドールはくすくすと笑いながら唇を開いた。

「少し休憩をしたかっただけなのに」

「でしたら、お茶でも用意いたします」

　ふいっと顔をそむける彼女にまた笑みがこぼれてしまう。

　彼女にとって自分はあくまで『あるじ』でしかない。そのことが少し引っ掛かるが、今はまだ、それでもいいだろう。

　けれど、けして彼女を逃がすまいとこの頃にはもう決めていた。

　必ず手に入れる、自分には、彼女が必要なのだと。

　それが、天才として生まれ、王子として生きる彼の追想だった。










第四章

アマリアの追想











　強くなりたいと思ったのは、無力な自分が大嫌いだったからだ。

　令嬢らしく生きることが、一番の親孝行だったのかもしれない。

　けれど、それに耐えられない心があった。

　母が悪く言われても、自分が意地悪をされても、何もできない自分が嫌いだった。

　誰かを守れるほど強い人間になりたいと、思っていた。

　その想いはやがて実り、彼女は女性でありながら騎士団に入隊することになった。

　両親は悲しんだが、アマリアがそうしたいなら……と許可してくれた。

「よ、アマリア」

　夕暮れ時、騎士団一階の廊下を歩いていると、同僚のセルベに声を掛けられた。

　彼は極度の面倒くさがり屋で、やや粗暴なところもあるが、王子の護衛を務めるほどの腕前を持つ男だ。

　この頃のアマリアはまだ、テオドールの護衛を任されてはいなかった。

「ああ、セルベ。暇そうね、私の鍛錬に付き合ってくれないかしら」

「えー……ついさっき一仕事終わったばっかりだぜ、俺は」

　嫌そうに表情を歪めるセルベ。けれどそこに疲労の色はない。

　思うに、単純に面倒くさいだけだろう。

　体力はあるくせに惰眠を貪るのが好きな青年なのだ、セルベという人物は。

「でも、今、暇でしょ。そしてあなたそんなに疲れていないでしょ」

　セルベは入隊したときから何かとアマリアを気に掛けてくれている。

『女の身で騎士団はつらくないか？』

　というのが彼の言い分だが、アマリアにとっては本望だ。

　ずっと、誰かを、自分を、守れるようになりたかった。

　強くなりたかった。その願いがやっと実を結んだのだ。

「おまえとの勝負はキツいんだよ、もう充分強いんだからいいだろ」

　アマリアは入隊してほどなく『女のくせに』と馬鹿にしてきた他の騎士を五人ほどのしてしまった。

　以来、アマリアを馬鹿にする者はいない。

「まだまだよ、もっと強くなりたいの。せめてあなたに一本取られることもないくらいには」

　セルベに苦戦しているようでは、まだまだ力不足だと言わざるをえない。

　もっと強く、もっと立派な騎士でありたいのだ。

　アマリアの強い意志を抱いた言葉に、セルベは嫌そうな顔で頬をかいた。

「おいおい……冗談だろ、そんなのはあのひとだけで充分だ」

「あのひと？」

　いったい誰のことだろう？

　アマリアが首を傾げると、セルベは慌てた様子で視線を逸らした。

「あー……まあ、なんだ、今度にしようぜ」

　はは、と笑った彼に、アマリアもにっこりと笑みを浮かべてその腕を掴む。

　逃がすものか。セルベくらいしかアマリアと同等の実力を持つ者はいないのだ。

「逃がさないわよ。あなたの言う今度なんて、アテにならないんだから」

「わかった、昼飯をおまえが奢るので手を打とう」

　セルベとしてはこの場を逃れるために言ったのだろう、しかしアマリアはにっこりと笑って頷いた。

「いいわよ」

　即答すると、予想と違ったのかセルベは目を丸くしていた。

　なんだかおかしくて、少し笑ってしまう。

「え……」

「私、あんまりお給料を使っていないから、あなたのお昼代を払う余裕くらいあるわ」

「――マジか」

　嫌そうに視線を逸らすセルベに対し、アマリアはにこにこと笑みを浮かべてその腕を引っ張る。

　セルベは片手で顔を覆いながらも、アマリアに続いた。

「さあ、男に二言はないわよね」

「……あーっ、しようがねえなあ……」

　アマリアが食事を奢るという理由でセルベを釣るようになったのは、これが始まりだった。
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「殿下の護衛？　私が？」

　セルベから伝えられた新しい任務に、彼女は目を丸くして驚いていた。

　いったいなぜ自分が選ばれたのだろう？

　テオドール王子とは当然面識もない、アマリアの実力を買ってというのも疑問が残る。普通に考えれば女の自分を選ばないだろう。

「あー……そのー……おまえの腕を見込んで……っていう、な」

　やや言葉を濁しながら言う彼はめずらしいが、それはさておき、アマリアはしばらく考える。

　自分の身には余る任務のような気もするが、断る権利などアマリアには無い。

　上がそうしろと言うなら、騎士は従うのだ。

　彼女は頷いて、笑みを浮かべた。

「引き受けるわ」

「……うわぁ……マジかあ……」

　セルベはなぜかひどく嫌そうな顔をしたが、どうにもできないことだとわかっているのか、それ以上否定することはなかった。

　王子の命令に騎士が逆らうことなどできない。

「ま、まあ、殿下は多少性悪だが、根はいいひとだから、サ」

　性悪とはまた、ひどい言い様だ。

　テオドールは天才的な才能に恵まれた、部下にとってもよい王子だと聞いている。

「セルベ、仕えるべき相手をそんなふうに言うのはどうかと思うわ」

「本っ当のことだから言っているんだよ！」

　彼は何かアマリアに言いたくないことがあるらしい。

　いや、言えないこと、だろうか。

　その理由を、このときのアマリアはまったく理解していなかった、そして想像もしていなかった。

　……初めて顔を合わせたテオドールは、思っていた以上に絵に描いたような王子様だった。

　ただ、その笑顔に潜んだ影と、どこか無感情にも聞こえる声音に目を瞑れば。

　彼から一本勝負を提案され、怪訝に思ったがアマリアは頷いた。

　頷いてしまった、それが彼の目的であり、それがアマリアを傷つけるためのものだと知らずに。

　守るべき相手よりも劣っているようではいけない、今度こそ、自分が守るのだと。

　そう思っていたのに――……。

　手合わせが始まってすぐは、手加減をしていた。

　だがすぐに、アマリアはテオドールのほうが格上だと気づいた。

（いや……）

　負けたくなかった、ここで負けてしまえば、自分はやはり誰も守れないのだという証明になってしまいそうで。

　自分は強くなったはずだ、誰かを守れるほどに。

　数々の任務によって積み重ねてきた自信が、音をたてて崩れていくのを感じる。

　自分は騎士で、彼は王子だ。

　それなのに、自分は彼に勝てないというのだろうか？

　彼を守るに値しない、騎士だというのだろうか。

「よくわかったよ」

　勝敗はつかないまま、テオドールが剣をおろす。

「ありがとう、きみはなかなか実力があるようだ。とてもいい戦いだったよ」

　それが、アマリアを傷つけるための言葉であるのはわかっていた。

　彼は本当にそんなふうに思っているわけではない、むしろ本音は逆だろう。

　思ったほどたいしたことはない、と。

「……っ」

　悔しかった。彼を守るためにここにいるはずなのに、自分は彼に及ばないのだと。

　そのことが、とてもとても悔しかった。

　誰かを守れるほど強くなりたいと、思っていたのに。

　俯くことしかできなかった。なんて悔しいことだろう。

　強くなったと思っていた、けれど、守るべき相手にさえ及ばない自分を恥ずかしく思った。

　このことが、アマリアの中では屈辱の苦い記憶として刻み込まれたのだった。

「まあ、その……気に病むなよ、俺もあのひとには明確に勝ったことがないんだ。あのひとは昔から天才だからな」

　勝負のあと、セルベに声を掛けられた。

　暗い表情で俯いているアマリアに、彼は言葉を続ける。

「努力家の人間を見ると遊びたくなるらしい、だからまあ……おまえが弱いわけじゃないし、あんまり気にするな」

　彼は慰めてくれているのだろう、しかし、アマリアは彼の思うところとは別のことを考えていた。

「セルベ」

　俯いたまま、アマリアは黄緑の瞳に強い光を宿して言う。

「鍛錬に付き合って」

「は？」

　セルベは不思議そうに首を傾げたが、アマリアは一気に顔をあげると彼を睨んで言う。

「努力が足りないんだわ、絶対、絶対、次があったらこんな試合にはさせないんだからっ！」

「うわ……」

　アマリアが傷ついて落ち込んでいると思っていたセルベは青ざめた。

　こういうときのアマリアは手に負えないとよく知っている。

　結局セルベはそのあと、アマリアによって鍛錬場に引きずられていき、くたくたになるまで付き合わされた。
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『ね、私が相手になってあげるよ。そうしたら、あとで私とお茶をしてほしいな』

　テオドールにそう言われたとき、たしかに心が揺れた。

　けれどアマリアは自分の力をわきまえている。

　今はまだ、彼に敵うほどの実力を備えていない。

　しかし……いつか、なんてあるのだろうか？

　アマリアは、永遠に彼に追いつけないような気がしていた。

　ひとにはそれぞれ限界というものがある、その限界というのが、テオドールの場合は他人とは比較にならないのだ。もちろん、アマリアとも。

　夜を迎えた部屋で一人、アマリアはベッドの上でため息を吐いた。

「はあ……私に……できるかしら」

　実力は理解している、限界もわかっている、だからこそ可能性は絶望的なのだが、それでもテオドールを守る者でありたいと思っていた。

（あなたは……私のとても大切なひとだから）

　口にはしない、感情としても認めない。

　けれどアマリアは彼を一人のひととして愛し、大切に想っていた。

　こういう感情を抱くより以前から、アマリアにとってテオドールは大切なひとだった。

　愛を知らないような彼を見ていると、守りたいと思ったのだ。

　その気持ちは、いつしか恋へと変わっていったが、それそのものは認めるつもりがない。

　……それが、騎士であり、騎士であろうとした一人の少女の過去である。










第五章

いずれ終わる日々











　その日の朝、アマリアはめずらしくベッドの中から出てこずに葛藤していた。

「どうしよう……」

　小さく呟いて、彼女は頭まで布団を被る。

　テオドールとの関係は、本格的に以前と同じようにはいかなくなってしまった。

　その関係がどれほど脆いものだったのかを思い知った、結局、アマリアがこの感情を認めようと認めまいと、あの距離感はテオドールがたもってくれていたのだ。

　そして、自身の気持ちを無視し続けるのも限界を迎えていた。

　かといって、テオドールの騎士を辞めたいと言っても通らないだろう。たぶん、彼はその要望を通してくれない。

　徐々に追い詰められ、逃げ場はなくなっていた。

　アマリアは、この現実に答えを出さなければならない。

（どうして……殿下……）

　いつか彼はきっと、素敵な花嫁を娶るのだろうと漠然と思っていた。

　そして自分は、最期のときまで彼を守れたらそれでいいと思っていた。

　この感情は死ぬときまで、黙って持っていこうと決めていた。

（ありえない。ありえないはずだったのに……）

　彼が自分を好きになるなんて、無いはずだった。ありえないことだったのだ。

　それなのになぜ、こんなことになっているのだろう。

　自分が、彼にとってそんなに魅力的な女であるとは到底思えないのに。

（私だって……殿下のことは……）

　その先は、心の内でさえ言葉にできなかった。

　それが心の中であったとしても、言葉にすれば認めてしまいそうだったのだ。

（ただ一緒にいられれば……それだけでよかったのに……）

　つりあわないことは自分が一番よくわかっている。

　だからこそ認めないと決めた感情だったのに。

　テオドールはそれを望まないかもしれない、けれど、それが一番彼のためになるとアマリアは信じていた。

　大切なひとだからこそ、テオドールには幸せになってほしいのだ。誰よりも。

「支度……しなきゃ」

　アマリアはしようがなく布団から出ると、いつもどおりに身なりを整えて部屋を出た。

　騎士団の食堂に向かうと、ちょうどセルベと鉢合わせた。

　めずらしい、今日の彼は寝坊をしなかったのだろうか。

「どうした？　元気がないな、アマリア」

　彼に声を掛けられて立ち止まり、アマリアは憂鬱そうな表情で彼を見あげた。

　食欲もあまりない、今日はやはり食事はしないことにしようかと思いながら。

「セルベ……」

　小さく名を呼ぶと、食事を終えたばかりらしい彼は怪訝そうな顔をして、すぐに何か思い当たったのか困ったような顔をした。

「まあ、ちょっと待ってろ、片付けてくる」

　そう言って、食器を片付けてから彼は戻ってきた。

「おまえがそんな顔をしている理由には察しがつくが……そうだな、少し話をしようぜ、アマリア」

　セルベはアマリアの背を軽く叩いて、後に続くように促す。

　黙ってついていくと、彼は鍛錬場を望める廊下に出て、ぼんやりと騎士たちの訓練を眺めながら言う。

「殿下のことだろう？」

　単刀直入に問われて、アマリアはしばし迷ったが頷いた。

　今日に至ってはもう、普段の元気も出てこない。

　そんな自分が情けなくて、嫌だ。

「おまえも知っているだろうけど、あのひとはもともと感情の起伏が少なくて、演技ばかりのひとだ。天才っていうのも、いろいろ苦労するんだろうな」

　セルベは何が言いたいのだろうか、疑問に思いながらもアマリアは黙って聞いていた。

　憂鬱を映す彼女の黄緑の瞳には、熱心に試合をする若い騎士たちの姿が見える。

　本来なら、今日も自分はあの場所にいるはずだった。

「だけど、おまえが来てからあのひとは変わった。本当に少しずつだったけど、あのひとなりに思うことがあったんだろう。アマリアが来る前のあのひとは、今より……最初の頃よりもっと、感情なんてなくて、楽しいとか嬉しいとか、そういうもののないひとだった」

　セルベも試合を眺めながら言葉を続けた。

　彼の記憶に残るテオドールは、笑わないひとだったのだ。

　笑っていても、本質としては笑っていない、そういうひとだった。

「悔しいとか、苦しいとか、痛いとか、そういうのも鈍磨したひとだったな。俺があのひとの護衛についたのはかなり昔になるが、その頃は『いつ死んでもかまわない』って、そういう雰囲気のひとだった」

「……何が言いたいの」

　アマリアが力なく問うと、セルベは困った様子で頬をかいた。

「だからさ、殿下にはアマリアが必要なんだよ。おまえが来てから初めて、あのひとはきっと『生きたい』と思ったんだと、思う」

「それは……あなたの推測でしょう？」

　アマリアはどうしても否定したかった。

　自分の気持ちを認めることが、テオドールの想いを受け入れることが恐ろしかった。

　父と母は身分違いの恋をした。

　そして父も母もさんざん周囲に好き勝手なことを言われたし、二人とも、とても苦労したのをよく知っている。

　地位が高くなればなるほど、その代償はより大きくなる。

　背負うのが自分一人ならまだしも、テオドールまで巻き込みたくはない。

　地位のある者に、恋など許されないのだ。

「まあな。だけど、あのひとが自分から何かを欲しいと言ったのは初めてだ。アマリア、おまえのことだけだよ」

　その言葉に、ぎゅうっと胸が締め付けられる。

　過去のテオドールを知っている、彼は何かを求めるようなひとではなかった、ずっと……。

「……」

　黙り込んでしまったアマリアに、セルベは『うーん』と唸った。

「なんだよ、おまえらしくもない。何をそんなにうじうじ悩んでいるんだ？　見ているかぎり、おまえも殿下のことを好いているだろう？　それなら、ただ殿下の想いに応えてやればいいじゃないか」

「簡単に言わないでよ」

　かすかに不機嫌を滲ませたアマリアに、セルベはますます首を傾げる。

　そんなに簡単な話ではない。互いの人生を左右する選択だ。

「何がそんなにいけないっていうんだ？」

「身分違いの恋なんて、成就するべきじゃないのよ。両親を見てきたから、そう思うの」

　アマリアが言うと、セルベは『なるほど』と頷いた。

　彼女の両親の話は有名なことだ。

　レテッツィア家の現在の評判はまったく悪くない、子煩悩で愛妻家の父親と、美人で温和な妻、その子供たち。そして……一人だけ、例外として社交界で悪く言われているのがアマリアだ。

　女でありながら騎士の道を選んだ、粗暴な女だと。

「騎士の道を選んだことは後悔してないの、でも、殿下のことが関わったら話は別よ。私ほど、あの方に相応しくない女もいないでしょう」

　また、レテッツィア夫妻の馴れ初めも有名ではある。

　身分違いの恋で、さんざん苦労した末に結ばれた二人の話だ。

「殿下は、自分の手で自分の地位を築いていらした。それに傷をつけるようなこと……できない」

　俯いてアマリアが言うと、セルベは口元に手をあてて考える仕草をした。

「だが、生きていなきゃ意味がないだろ。地位なんて、功績なんて」

「……もうじき殿下が死んでしまうようなこと、言わないでよ」

　ありえないのだから。とアマリアは続けようとしたが、その前にセルベが言う。

「ここ最近、殿下を暗殺しようとする輩が多く出てきているのは知っているだろ。あのひとは強い、俺たちよりも。だから、そう簡単にくたばるわけない、本来なら」

「何よ、その嫌な言い方は」

　アマリアが言うと、セルベは彼女に銀の瞳を向けて言う。

「おまえがあのひとのもとを去ったら、あのひとはどうするんだろうと思ってさ」

「――やめてよ、冗談でもふざけたことを言わないで」

　それは、とても恐ろしい未来の話だった。

　テオドールは幸せになるのだ、きっと。

　その隣に自分が立つことはないとしても、きっと、よい細君に恵まれると……アマリアは信じていたかった。

　しかし、セルベは冗談ではないのだと首を横に振る。

「本当のことだ。あのひとが今もここにいてくれるのは、おまえの支えと献身があってこそだと思う」

「……私、何もしていないわ」

　セルベは彼女の言葉に苦笑をこぼした。

「ああ、たぶん、何もしていないことが一番役立っているんだと思うよ。打算もなく、見返りも求めないおまえの献身は、あのひとにとって特別なものなんだろう」

「それなら、あなただってそうじゃない」

　言い返すと、セルベはどこか寂しそうな顔をした。

「いいや、俺は駄目なんだと思う。あのひとに嘘なんて通用しない、俺はきっと、どこかに打算や見栄があるんだろうさ……。それは、あのひとに言われなくてもわかっているんだ」

「セルベ……」

　彼のこんな真剣な声は初めて聞く。

　アマリアはもう一度俯いて、小さく呟く。

「恐いの……。私が、殿下の重荷になってしまうのが。私はあの方を守りたかった、それなのに……」

　守るために傍にいたいと思ったのに、自分が彼を傷つけるなんて受け入れられない。

　消え入りそうなアマリアの声に、セルベは小さく笑った。

「あのひとにとっておまえ一人くらいがなんだよ、おまえがどこかに消えちまうほうが、よっぽどあのひとにとってつらいんだろうに」

「……そう、かしら」

　ぼそぼそと呟くと、セルベはまたアマリアの背を叩いた。

「頼むから、逃げないで向き合ってやってくれよ。あのひと、他人の心が欲しいと思ったことなんてないから、どうすれば手に入るのかもわかってないんだ」

　セルベにとって、テオドールは大切なひとなのだろう。アマリアも。

　アマリアにとっても、テオドールもセルベも大切なひとだ。

　傷つけるようなことはしたくない。

　そうだ、何をこんなに思い詰めていたのだろう、どうして、こんなふうに逃げようとしてしまったのだろうと考える。

　涙がこぼれそうになって、アマリアは目元を手の甲で拭うと顔をあげた。

「真剣に……考えるわ。ありがとう、セルベ」

　逃げ続けても、きっと明るい未来はやって来ない。

　最悪の未来なんて考えたこともなかったし、今も現実味はないのだが、セルベの言うようなことが起きたらと思うと恐ろしい。

　そう思うくらいには、テオドールというひとは根底的に虚しさを抱えているのだ、それはアマリアもよく知っている。

　本当は向き合いたくない事実と感情だが、せめて、テオドールに仕えている者として逃げ出さないようにしようと決心する。

「食えそうなら何か食っておけよ？　俺たちはいざってときに動けないと困るからな」

「わかっているわよ」

　アマリアは苦笑をこぼして、身を翻した。

「じゃあね、セルベ」

「おう」

　少しだけ、恥ずかしいと思ったのだ。

　セルベのほうがずっと勇気のあることが。

　彼はきっと、テオドールと衝突することがあっても逃げないのだろう、だから、テオドールも長いあいだセルベを傍に置いているのかもしれない。

（私、思っていたより意気地なしなのね）

　テオドールから逃げることばかりを考えていた自分が情けないと思う。

　ときに、避けられない選択というものはある。

　現実はいつだって川の流れのように変化していて止めることはできない。

　今、アマリアは決断をしなければならないのだろう。
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　夜を迎え、アマリアは交代の時間だとテオドールの部屋に向かう。

　声を掛けてノックをすれば、返事があって扉を開ける。

　中ではちょうど今まで護衛を務めていたのか、セルベが出てくるところだった。

「そういえば、次はおまえだったか」

「ええ」

「任せたぜ、俺は寝る。すぐに寝る」

　そんなことを言いながら、セルベが部屋を出て行く。

　相変わらず眠るのが好きな青年である。

　アマリアが部屋に入ると、テオドールは愛おしそうに青の瞳を細めて彼女を見つめた。

「やあ、アマリア。こんばんは」

　その甘く優しい声音に、鼓動が高鳴る。

「……よい夜ですね、殿下」

　微笑んで言うと、彼も優しく微笑み返してくれる。

　そんな何気ないことに、胸の痛みと愛しさの両方を覚える。

「今日も一日お仕事をなさっていたのでしょう？　少し休憩をしませんか？」

　彼に疲れの色を見てそう言うと、テオドールはくすくすと笑った。

「きみの目は誤魔化せないな。そうさせてもらうよ」

　今日一日というもの、日課の鍛錬さえできなかった自分に比べて、テオドールはいつも、何があっても変わらない。

　そういうところは、本当にあるじとして尊敬できる。

　アマリアは紅茶を用意しようとしたのだが、その前に声が掛かる。

「ねえ、アマリア。ちょっとこちらに来てくれないかな」

「……」

　少々、嫌な予感はした。

　だが、アマリアが彼に近づくと、案の定彼はその細い身体を抱き寄せて、抱きかかえるように膝の上に乗せる。懲りないひとである。

「うん。やっぱりこれが一番落ち着く」

「……殿下」

　うしろから抱きしめられたまま、アマリアは小さく呟いた。

　今日はまだ、逃げようとは思わなかった。

「なぜ、私なのですか？」

　アマリアの問いに、テオドールはしばし考えるように間をあけた。

　しかし、やがて苦笑をこぼして唇を開く。

「初めてだったんだ。打算もなく、見返りを求めることもなく、私という人間を想ってくれたのは、きみが……」

「セルベたちだってそうでしょう？」

「彼は男性だし……」

　いたって真剣に言ったのだが、テオドールには冗談で返された。

「殿下……」

　アマリアがかすかに苛立ちを滲ませると、彼は『ごめんごめん』と笑った。

「セルベは優秀な騎士だよ。だけど彼が私に仕えているのは、きみのように純粋な理由だけではない。もちろん、そんなふうに仕えてくれと言っているわけじゃないんだ。打算があって普通なのだから。ただ、きみのようなひとが初めてだったという話だよ」

　セルベが言っていたとおりだと思った。

　なんだかんだ言っても、セルベとテオドールには信頼関係があるのだろう。

「私だって……打算はあります、騎士であることそのものが、私の夢ですから」

「うん。だけどきみは、生まれて初めて私を心から案じてくれたひとなんだ。それに……」

　テオドールはそっとアマリアの髪を撫でた。

　それがくすぐったくて、身体が震える。

「頑張り屋のきみを見ていたら、私も少しだけ元気を貰えたんだ。いつもまっすぐで、いつも全力で、勤勉で、真面目で」

「そんなことは……」

　アマリアが言うと、彼は彼女の身体を抱きしめて言う。

「きみはそう言うだろうね。だけど私から見たきみはとても眩しくて……いつの間にか、きみのことばかり目で追っていた」

「……っ」

　恥ずかしい。テオドールの言葉に嘘がないのだと感じているからこそ、余計に。

「きみと、ずっと一緒にいられたらいいと……思っていたんだ。騎士とあるじとしてではなく」

　答えが出たのかと言われれば、今もよくわからない。

　自分が彼の重荷になるのなら、拒絶したい。けれど、すでに八方ふさがりで逃げ道はないようにも思う。

「私は……」

　先の言葉を紡ごうとするのだが、うまく出てこない。

　アマリアは耳まで赤く染めて視線を彷徨わせた。

「わ、私の両親が身分違いの恋であったのは……ご存知でしょうか？」

「ああ、もちろん。有名な話だからね」

　テオドールの返事を聞いて、アマリアは俯いて言う。

「……嫌、なのです。私があなたの重荷になるのは、足を引っ張るのは……私の生家は地位が低いというほうではありません、けれど、私は騎士になりましたから」

　レテッツィア家は伯爵家の中でも格上だ。それはアマリアもわかっている。

　テオドールとまったくつりあわないということはないだろう、アマリアが、ただの令嬢としてすごしていたのなら。

　だが、今のアマリアは騎士だ。女の身で騎士になったことをさんざん悪く言われてきたし、今だって言われている。

　そんな、自分が……。

「……きみのご両親は、そんなに不幸に見えた？」

「――え」

　テオドールに問われて、アマリアは首を傾げる。

　そういえば、両親はいつも幸せそうだった、母も、幸せだと言っていた。

　アマリアが幼い頃、苦労していた頃でさえ、二人でいるときは幸せそうだった。

「私の知っている夫妻は、仲睦まじくて素晴らしいと思う。ほとんどの家が他に愛人を作っているけど、きみの家はそんなこともない」

　そういう話はよく耳にする。

　けれど思えば、両親にはそんなこともない。テオドールの言うとおりおしどり夫婦だ。

　両親のそういうところは、アマリアも大好きで、誇りだった。

「身分より愛を選ぶというのは苦労も伴うかもしれないけど、愛したひとと離れ離れになって、好きでもない相手と結ばれるよりは、ずっと幸せなんじゃないかな……少なくとも、私はそう思っているからきみを選んだ」

　いよいよ、本格的に逃げ道がなくなったとアマリアは思った。

　もともとアマリアが、素直にテオドールが好きなのだと認めてしまえばいいだけの話なのだが。

　それはアマリアにとって、相当な覚悟を要することだった。

「……殿下は、本当にそう思っているのですか？　私は、苦労する両親を見ているのが……つらかった」

「本気でそう思っているよ。私は必ず妻を取らなければならない、その相手がきみじゃないなんて……考えたくない」

　縋るように抱きしめられて、アマリアは両手で顔を覆った。

「……本当に、本当に、よいのですか？　きっとあなたを悪く言うひとも大勢います」

「うん、そうだね。だけど私のことは問題ない、今だって好きなように言うひとは大勢いるし、今までもそうだ。だけど、きっときみにもつらい思いをさせてしまうとわかっている。それでも、諦めようとは……思えないんだ」

　テオドールはアマリアのぬくもりを感じるように瞳を閉じた。

「本当はね、これは私のわがままで、諦めるべきことだとわかっていたんだよ。だけど、きみがセルベや他の男と楽しそうにしているのを見ると……耐えられないんだ」

　小さな声で、彼は続ける。

「いつかきみが、他の男のところへ嫁ぐなんて……嫌なんだ。そういうことを考えると、きみをどこかに閉じ込めてしまいたくなる」

「や……っ」

　首筋に顔をうずめられて、アマリアが小さな悲鳴をこぼす。

　ただでさえ羞恥で過敏になった神経は、彼のぬくもりを強く感じ取ってしまう。

「ずっと私の傍にいてほしい、アマリア。きっと幸せにすると……誓うから」

　少しのあいだをあけたあと、アマリアは小さく呟いた。

「……いつまでも殿下をお傍で支えます。私は、それを望んでいます」

「それは騎士として？　それとも……妻として？」

　テオドールの問いに、アマリアは顔を手で覆ったまま言う。

　もうこれ以上、逃げられないし、逃げたくないと思った。

「……妻、として。というのも……受け入れます」

　瞬間、ぎゅうっと抱きしめられた。

「本当？　本当に？　嘘だったと言っても、もう逃がしてあげないよ？」

　泣きそうなテオドールの声に、アマリアは顔を覆っていた手をはずして言う。

「こ、こんな嘘を言うわけがないでしょうっ!?」

　テオドールはアマリアの身体を横抱きにして、彼女の顔を覗き込むようにして言う。

「嬉しいよ。こんなに嬉しいのは今まで生きてきて初めてだ」

「殿下……か、顔を、あまり、見ないで……っ」

　自分でも真っ赤な顔をしているとわかっているだけに恥ずかしい。

　しかし彼はアマリアの言うことを聞いてくれない。

　視線を彷徨わせる彼女の額にキスをして、ぬくもりをたしかめるように強く抱きしめる。

「愛しているよ、アマリア」

　その言葉に、彼女はいっそう頬を赤く染めてまた顔を覆った。

　恥ずかしい、たまらなく恥ずかしい。

　今まで色恋とは無縁に生きてきた彼女にとって、こんなふうに愛を囁かれるのは拷問か何かのようだった。

　悲しいわけでもないのに、恥ずかしさのあまり涙が出てきてしまう。

　心は喜びと嬉しさで、満たされているのに。
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　結局アマリアは、仕事中だというのに一晩中愛を囁かれ、朝方の交代時間に真っ赤な顔で彼の部屋を出てきた。

　同僚も驚いた様子だったが、すぐに何か微笑ましいものを見るような表情をした。恥ずかしい。

（うう……心臓がもつかしら……？）

　恥ずかしい。そもそも、テオドールだって休まなければならないだろうに。

　何度も休むように言ったが『私なら大丈夫だよ』と言うばかりで、アマリアを抱きしめて夜を明かした。

　想いが通じ合ったのは嬉しいが、このままでは恥ずかしさで死んでしまいそうだ。

　とにかく、早く休んで次の仕事に備えようと考え、自室に向かって歩いているときだった。

「――……」

　気配がする。

　一人……ではない、最低でも四人はいる。

　アマリアが剣に手を掛けた瞬間、天井から一人が飛び降りてくる。

　それを避けても、すぐにうしろから別の男が襲い掛かってくる。

（私を狙ってきた……？）

　地を蹴って、寸でのところで男の腕を避ける。

　どうやら相手はアマリアを捕らえるつもりのようだ。

　そうはいくかと、アマリアは止まらずにそれを避け続ける。

（なぜ私を？　まさか……）

　想定できる可能性として一番高いのは、アマリアを人質に取ることだろう。

　現時点で、テオドールにはアマリアという存在以外に弱点などない。

　あるいは殺すつもりかもしれないが、相手の動きを見るかぎり捕らえようとしているようだ。

（思いどおりにさせるものですか……っ！）

　しかし、様子がおかしい。これだけ物音がしているというのに、応援の騎士が来ない。

　その違和感の正体はやがてわかった、本来その時間に配備されているはずの騎士がそこにいないのだ。

（買収されたか……あるいは虚偽の情報を掴まされて移動したか……）

　どちらにせよ窮地である。さすがに、一人で四人も五人も相手にするのはむずかしい。

　相手だって素人ではないのだ。

（嫌だ、私は……私が殿下の命を脅かすなんて……冗談じゃないわ。自害してでも、必ずこの場は凌いでみせる。まあ、それは最終手段として……今は、こいつらをなんとかしないと……）

　テオドールを傍で支えると約束したのだ。早速それを裏切るわけにはいかない。自害するとしても、それは本当に最後の手段だ。

　幸せそうに笑った主君のことを思い出す、この状況をなんとかしようと。

　しかし、その希望は早くも絶望に変わりかけていた。

「っ……」

　ナイフを取り、切りかかってきた一人を捌く、けれど、そのうしろから敵の増援が複数来るのが見えた。

（冗談きついわよ、相手も必死ね……！）

　さすがにもう、一人で手に負える人数ではない。

（諦めない……諦めてなんて、やるものですか！）

　アマリアはさらに一人を昏倒させ、続けてもう一人を蹴り倒す。

　さすがに想定外の抵抗だったのか、一瞬、敵が怯むのを感じた。

（貴族の女だと思って、甘く見たわね！）

　アマリアがさらに敵の数を削ろうとしたとき、不意にすぐうしろで気配が動いた。今までの敵とは段違いの、おそらくアマリアよりずっと格上だろう熟練した気配を感じるのと共に、腕を掴まれ捻りあげられる。

「――ッ」

　みしりと、嫌な音が聞こえた気がする。

　激痛に歯を食い縛る。油断したわけではないのだが、おそらく、この男がこの集団の頭領だろう。

　王城に忍び込んでくるくらいだ、並の暗殺者ではないのはわかっていたのだが。

（く……殿下……申し訳ございません）

　こうなれば、自害しか選択肢はない。

　しかし、それを実行する前に、目の前を塞ぐように並んでいた男たちが次々に倒れていく。

「アマリア……！」

　そこには、剣を手にしたテオドールとセルベの姿があった。

「おいおい、物音聞いて来てみりゃ大所帯で女一人に寄ってたかって。まっとうな男のすることじゃないぜ」

　セルベが嫌そうな顔で言い、テオドールも口を開く。

「狙いは私なんだろう？　彼女を放せ」

「殿下！」

　アマリアが痛みを堪えて叫ぶと、彼女を捕らえていた男が小さく嗤う気配があった。

「剣を捨て、こちらへ来い。なに、すぐにあの世に送ってやる」

　テオドールは無表情のまま、剣を捨てた。

「殿下！　いけません……っ！」

　アマリアが叫ぶが、彼は小さく微笑んですぐ傍まで来る。

「大丈夫だよ、アマリア。私はいいんだ」

　何がいいものか。

　彼は生きるのだ、これからも、一緒に。

「殿下……っ！」

　涙がこぼれた。嫌だ、彼が死ぬなんて耐えられない。

　まだ何も言っていないのだ。

（あなたに、愛しているという一言さえ、言えていないのに……っ）

　アマリアを捕らえていた男は鼻で嗤うと、低い声で言った。

「ああ、勘違いをしてもらっては困るな。我々はこの女を捕らえるようにと命じられたが――」

「――っ、あ……ぐ」

　肉を貫く嫌な音が響いた。

　アマリアの身体を貫いたナイフが、血に塗れて歪に煌く。

「その生死については……問われていない」

「――アマリア！」

　彼女からナイフを引き抜き、力を失ったその身体をテオドールのほうへ突き飛ばす。

　そのまま、男はテオドールの心臓にナイフを突き立てようとしたのだが、テオドールはアマリアを抱き寄せ一瞬で後方に飛び退く。

「殿下！」

　そして、テオドールが手放した剣をセルベが蹴り、それを受け取ったテオドールは怒りと憎悪の滲む瞳で男を睨んだ。

「……よくも、私の愛しいひとにこんなことをしてくれた」

　テオドールは、歪に微笑んだ。

「生きて戻れると……思うなよ」
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　愛していると、本当は言いたかった。

　けれどどうしても勇気がなくて、その言葉を口にできないままだった。

（こんなに後悔するなら……ちゃんと、言っておきたかった）

　アマリアは、夢の中を漂うような感覚の中にあった。

　テオドールは無事だっただろうか？　それだけが気がかりだ。セルベも。

　最初は激痛の中にあったが、今は布団の中にいるようなぬくもりに包まれていた。

　世界は白く、霧が漂うような場所だった。

　行き先もわからない、どこへ行けばいいのかも、どちらへ戻ればいいのかも。

　まだ、伝えたいことがあるのに。もっと、一緒にいたいのに。

（あなたが好きって……伝えたかった）

　アマリアはその場に、膝を抱えて座り込んだ。

　もっと一緒にいたかった、テオドールと、一緒に。

（なんだか……眠くなってきた）

　アマリアはうとうとと舟を漕ぎ、やがてゆっくりと眠りの淵に落ちていった。

　……。

　ふと目が覚めると、そこは王城の庭のようだった。

『あれ……私……』

　アマリアは首を傾げる。生きている？　戻ってきた？

　けれど、現実感はない。地に足が着いている感触もない。

　彼女の視界に、たぶん……幼い頃のテオドールとセルベの姿が映る。

　だが、二人に自分は見えていないようだ。

「きみがセルベか、今日からよろしく」

　微笑んだテオドールからは、アマリアが初めて出会った頃のように、感情らしい感情を感じ取ることができなかった。

　思えばテオドールは、アマリアと出逢った頃もそうだった。

　いつも偽者の感情を宿して、からっぽの身体で微笑んでいるようなひとだった。最近、そういう姿を見せなくなったのですっかり忘れかけていた。

　だから、そういう彼の姿を見ると切なさで胸が軋む。

　どうか……そんな顔をしないで、と。

「そうだ、せっかくだから私と手合わせをしてみないか？　私の護衛につく者の、実力を知っておきたいんだ」

　既視感のある言葉だ、思わずアマリアは笑ってしまった。

　テオドールはセルベのことも試したのだろうと、いや、彼にとっては遊びの範疇かもしれないが。

　試合はアマリアのときと同じような幕引きを迎えた。

　……視界にノイズのような物が入り、世界が変わり始める。

『これ……殿下の昔のお話なのかしら？』

　次に映った世界を見てそう思った。

　さきほどよりさらに幼くなった彼は、部屋に一人で難しい本を読んでいた。

（こ、この歳でこんなに難しい本を……）

　まだ五歳くらいにしか見えないのに、アマリアが成長してからなんとか読み解いたような本を読んでいる。

　天才なのだとは聞いていたが、これが本当に現実にあったことなら、彼は本物だろう。

（も、もしかしてこう……なんとなく眺めているだけとか……）

　そう思いたいだけなのだが。

　しかし、見回すと彼の部屋に置いてある本はそういったたぐいの物ばかりで、アマリアにもわからないような難しい物しかなかった。

（……ないわよね。殿下にかぎって、なんとなく見ているだけ……なんて）

　成長後の彼を知っているだけに、そんなかわいらしいエピソードのある人物だとは思えない。

「テオドール」

　不意に王妃の声が聞こえて、アマリアは飛びあがった。

　いつの間にか部屋に来ていた王妃が、彼の頭を撫でる。

　こんなに親子らしいエピソードもあったのかと思ったが、それが間違いであると気づくのにそう時間はかからなかった。

「いい子ね。その調子で励みなさい、陛下に気に入られるように」

（ちょっと、そんな言い方……っ！）

　思わず言い返しそうになったが、ここがどこでも相手は王妃である。

「……はい、母上」

　テオドールは感情の希薄な笑みを浮かべてそう言った。

　そのことが、妙に胸を締め付ける。

（そんな顔、しないで……殿下……）

　感情が消えていくような、からっぽになっていってしまうような。

「あなたがいれば、わたくしの地位は安泰だわ。あなたはとっても『いい子』よ、テオドール」

　ほほっと笑った王妃に、アマリアは奥歯を噛み締めた。

　悔しい。たとえ現実だったとしても、アマリアは彼女に言い返すことさえできない、テオドールを庇うことさえできないのだ。

（だったら……せめて、私は絶対に殿下の味方で――……いたかった）

　自分は死んだのかもしれないと思い出して、アマリアは項垂れた。

　傍で彼を支えたいのに、彼がこんなふうに扱われても、自分だけは彼を大切にしたいと思ったのに。

　そのまま、また景色は変わり始める。

「殿下、最近随分、アマリアのやつと仲がいいですね。あなたがそんなふうに笑うところ、初めて見たんで悪い病気にでもなったかと思いましたよ」

　これはきっとアマリアとテオドールが出逢ったあとのことだろう。

　セルベの言葉に、机に向かっていたテオドールは小さく笑った。

「彼女は面白いだろう？」

（面白いって……私、そんなにおかしかったかしら……？）

　思わず考え込んでしまう。

　いや、たしかにいろいろとやらかしてきた気はするが、そんなに面白いことをした覚えもないのだが。

「面白い……ですか、殿下が言うとなんか嫌な感じがしますけどね。あいつ、真面目なんで、あんまりいじめないでやってくださいよ？」

「いじめたりしないよ。ただ、かわいいなと思って」

　ばさっと、音を立ててセルベが抱えていた書類が床に落ちた。

「は……はあ!?　どうしたんですか殿下、本当に奇病にかかったんじゃ……」

「かかっていないけど、それ、順番どおりに戻しておくれよ？　セルベ」

「……あ」

　真っ青になっていくセルベがおかしい。

　面倒くさがり屋の彼には地獄の苦行だろう。

『もっと……一緒にいたかったな……』

　アマリアは胸に手を置いて、小さく呟いた。

　けれど、もともと自分が力及ばなかったのが悪いのだ。

（せめて、殿下だけでもご無事でいらっしゃれば……よいのだけど……）

　それを確認することさえ、今のアマリアにはできない。

　ただただ悔しかった、自分の無力さが。

（それに、一言は言ってやらなきゃ気がすまないのに）

　自分はいいんだと笑ったテオドールを思い出す。

　よくない、何もよくない、彼の命はそんなに軽いものではない。

　そのことについては怒っているのに、それさえ伝えられない。

『……帰りたい』

　また霧の深い真っ白な空間に戻ってきて、アマリアは俯いた。

　このまま、ずっとここにいなければならないのだろうか？　いつまで？

　嫌だ、戻りたいと思う。もう一度、テオドールに逢いたいと思う。

『ちゃんと、言葉にしたかった……』

　まだ、言いたいことが山ほどある。話したいことが、沢山ある。

　ふと、声が聞こえた気がしてアマリアは耳をすませた。

「アマリア、目を覚ましてくれ」

　テオドールの声だ、そしてまた景色が歪む。

　ベッドに眠っている自分の姿、そして、その手を握っているテオドールの姿がある。

（ちょっと、私、本当に死んじゃっているんじゃ……）

　思わず不安になったが、呼吸はしているようだ。

　そのことに、ひとまず安堵する。

「きみに伝えたいことが、まだ沢山あるんだ。もっと、きみと一緒にすごしたいんだ」

　祈るような声音に、胸が締め付けられる。

　彼のこんなに弱った姿は見たことがない、いつも飄々としていて、何があっても変化のないひとなのに。

「きみがいなくなってしまったら……私は……」

　身体のないアマリアは彼に近づくと、そっとその身体を抱きしめた。

　テオドールが泣いているのなんて、初めて見た、と思う。

　それほど、自分は彼に想われていたのだろう。

『冗談だなんて言って、ごめんなさい』

　彼がどれほどの気持ちで、アマリアを愛していると言っていたのか、ようやくわかったような気がする。

　それは一つも冗談なんかではなくて、彼なりの精一杯の言葉だったのだろう。

『殿下……』

　戻らなければ。

　帰らなければ。

　伝えなければ。

　このひとをほうっておけないと、アマリアは決意を新たにした。

　死んでしまうのなら、仕方がないと少しだけ諦めかけていたが、やはり、嫌だ。

『私は、ずっとあなたのお傍におります』

　……その頃。

「殿下、少しは休んでくださいよ」

　ノックの音と共に、返事を待たずにアマリアが眠る部屋の扉を開いたのはセルベだった。

「休んでいるよ、問題ない」

「今日のあなたは嘘がへたくそですね」

　セルベは軽く肩をすくめてみせると、テオドールに近づく。

「さあさ、アマリアのことは医者に任せてあなたも休んでください。仕事詰めで、ただでさえ疲れてるでしょう」

「傍にいたいんだ」

　アマリアが目覚めないまま四日が過ぎた。

　テオドールには疲労の色が濃く、セルベはため息を吐く。

　暗殺者を手配した人間は特定され、罪が下った。

　しかし、今はまだアマリアが生きてはいるからこそ平穏にすぎているものの……このまま死んでしまったりしたらどうなるだろうと、セルベには不安があった。

　テオドールが平静でいてくれるとは思っていない。それは無理なことだろう。

「……予想していなかったわけではない。私が好意を寄せれば、アマリアが標的になるかもしれないことは……この先だって……」

「そうでしょうね、男も女もアマリアを疎むやつは大勢出てくると思いますよ。でも、離したくないなら、それでいいんじゃないですか。どうせ騎士なんてやっていたら、いつかどっかで大怪我するなり死ぬなりしますよ。だったら、大切にしてくれる男の傍にいるほうがマシじゃないですかね」

　あっさりと言うセルベに、テオドールは苦笑をこぼして顔をあげた。

「きみは相変わらずはっきり言うね」

「回りくどいのは面倒で、嫌いなんですよ」

　テオドールがアマリアに視線を戻して、その手をぎゅっと握ったときだった。

「……う」

「っ……アマリア！」

　彼女の睫毛が震えて、唇から小さな呻き声が漏れる。

　テオドールが名を呼ぶと、彼女はゆっくりと瞳を開いた。

「……殿下……？　わたし、戻って……きた……？」

　生きている、たぶん、生きて戻ってきたのだ。

　しかし身体を起こそうとすると激痛が走る。

「ッ」

「まだ起きては駄目だ、アマリア！　セルベ、医者を！」

　テオドールの言葉に頷いて、セルベが部屋を飛び出していく。

　アマリアはもう一度身体の力を抜くと、テオドールを見あげて、弱々しく微笑む。

「よかった……殿下を一人にできないと思って、私……」

「――アマリア」

　彼の青の瞳にまた涙が滲む、それを、とても綺麗だと思った。

「殿下……私、ずっとあなたの傍にいたいのです。あなたを、愛しているから」

　そう告げると、彼は大きく瞳を見開いて、困ったように笑った。

「それを、今言うのはずるくないかい？　アマリア」

　抱きしめることもできない、とテオドールは苦笑をこぼした。
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　その後、アマリアは順調に回復した。傷跡は残ってしまったが、もともと騎士をしていたのだから節々に過去の傷はある。

　彼女としては、それよりも筋力が落ちてしまったことのほうがショックだった。以前よりも少し、感触的に柔らかな身体になり、不満だ。

（うう……鍛錬不足ね）

　とはいえ、もうアマリアは騎士ではなくなってしまうのだから、これ以上鍛える必要もないのだが。

　それでも、テオドールの妻になったとしても、彼女は可能なら彼を守りたいと思っていた。たとえ、それが彼にとって不要なことだったとしても、これはアマリアの意地だ。

　暗殺者に襲われてから随分時間が経った頃、夜を迎えたテオドールの寝室にアマリアはいた。今はまだ、一応騎士の制服を纏っている。

　月明かりだけの部屋で、緊張からがちがちに固まって、彼の膝の上に向かい合って座り、耳まで赤く染めて顔を両手で覆っている。

「……殿下」

「できれば、そろそろ名前で呼んでほしいのだが……無理は言わないよ、少しずつ慣れてくれれば」

　彼が笑う気配があって、アマリアは恥ずかしさのあまり涙の滲む瞳を手の甲で拭った。

「おろしてください……」

　しっかりと身体を抱きしめられていて、離れるのは難しい。

　テオドールはアマリアの頬に手を伸ばすと、そっと撫でた。

「嫌かい？」

「……恥ずかしいです」

　そう答えると、なぜかテオドールはくすりと笑った。

「私はもっと触れたいな……きみに」

　アマリアの後頭部に手をまわし、彼はそっと彼女に口づけた。

「んっ……ぅ……」

　彼女の、薄く開いていた唇に舌を押し込み、歯列をなぞり、口蓋をくすぐる。

「ふ、ぁ……っ、殿下……っ」

　拒絶しようとするアマリアを引き寄せて、彼はさらに深く口づけた。

　最初こそ羞恥から嫌がっていたアマリアだが、やがて少しずつ彼に身を委ねる。

　つたないながらに舌を絡め、銀糸を引いて唇が離れると、アマリアはじっとテオドールを見つめた。

「殿下……本当に、私でよいのですか？」

「いまさらそれを問うのかい？」

　テオドールはくすくすと笑って、アマリアの髪を撫でて抱き寄せる。

「きみでなければ嫌だ。きみだけが傍にいてくれれば、私は最期まで頑張れる」

「そう……ですか」

　アマリアが頬をより赤く染めるのを見て、テオドールは微笑んだままで言う。「そういうきみは？　後悔しないのかい？　と、言っても……もう逃がしてあげるつもりはないんだけど」

「私は、最期まで殿下のお傍にいたいと思っていましたし……それは今も変わりませんから」

　そう小さく告げると、テオドールは幸せそうに笑った。

　こういう彼の笑顔を、最近よく見るようになった。それがアマリアにとっても、とても幸せなことだった。

　出逢った頃の彼は、こんなふうに笑ってくれなかった。

「愛しています、殿下……どうか、ずっとお傍に」

　アマリアが言うと、彼は彼女の身体をベッドに押し倒した。

「うん、ずっと一緒にいよう。アマリア……たとえ、死が二人を分かつとも」

　首筋に顔を埋められてくすぐったい、アマリアが身じろぎをすると、彼は彼女の制服に手を掛けた。

　はだけていくそれに羞恥を煽られ、アマリアは視線を彷徨わせる。

「あの……殿下……っ」

　思わず彼を呼ぶと、そっと唇が重なる。そのあいだに、彼女の胸元があらわになった。

　白く透き通るような肌に、唇を離したテオドールは青の瞳を細めた。

「ああ……綺麗だ、アマリア」

「そ、そんなに……見ないでください」

　月明かりに照らされ、アマリアがか細い声で言う。

「普段のきみは勇ましいのに、こういうところではとてもかわいらしいよね」

　テオドールの言葉に、アマリアはおずおずとテオドールに視線を戻して頬を膨らませて言う。

「あ、当たり前でしょう。今まで恋なんて……こんなことだって……一度だって……」

　ぼそぼそと口にした彼女に、彼は愛おしそうに瞳を細めて、そっとその胸元をなぞる。

　びくりと大袈裟に震えたアマリアを見て、テオドールはその耳元で囁く。

「では、私がきみの初めての相手なんだ？　嬉しいな」

「わ、私は……恥ずかしくてたまりません」

　こんなふうに触れられることなんて、今まで一度だってなかった。

　愛を囁かれることも。

　アマリアは騎士として働き、騎士として振る舞ってきた、周りもそれに応えてくれた。

　だから、こういうことにはまったく耐性がない。どうしていいのかもわからない。

「っ、あ……っ」

　首筋にキスを落とされ、やんわりと胸を揉まれると、アマリアの知らない感覚が押し寄せてくる。

　それが恐ろしくて、彼女はまた身じろぎをした。

　下着を奪われ、胸の飾りを舌で転がされる。その感触に、ふるりと彼女の華奢な身体が震えた。

　身体の芯が熱を持ち始めて、下腹部が疼く。何もかもが未知の感覚だった。

「ふ、ぁ……っ、や……っ」

　胸に、腹にキスを落とされて、羞恥で死んでしまいそうだ。

　勇ましく振る舞ってきた自分がある分、この恥ずかしさは半端なものではなかった。

　抑えようとしても、唇の端からこぼれていくこの自分の物とは思えない甘い声も、たまらなく恥ずかしい。

　とにかく、早く終わってほしいのだが。

　テオドールに触れられるのは幸せだ。ただ、この甘い空気に耐えられないだけで。

「殿下……っ、や、ぁあ……っ」

　腰を撫でられると、また未知の感覚が押し寄せてきてぞくりと背筋を何かが駆けあがる。

「かわいいな、アマリア……こんなに愛らしいきみは初めて見る」

「や、あ……見ないで、ください……っ」

　震える声で言うと、そっと下穿きの上から秘裂をなぞられ、アマリアは大きく震えた。

「ひ、やっ……ぁあ……っ」

　濡れた音が周囲に響き、そこがどうなってしまっているのかなんとなく理解する。

　アマリアも騎士になる前は令嬢だ、この行為がどういうものかは理解しているが、たまらなく恥ずかしい。

　男に負けないようにと振る舞ってきた、騎士団には稀有な女性として、甘く見られないように。

　だから、こんなふうに触れられるのは恥ずかしく、少しだけ屈辱的でもあるが、それは愛しいひとだからこそ許せる。

「っ、あ……んぅ……っ！」

　下穿きの上から何度も秘裂をなぞられ、ぞくぞくと背筋を快楽が駆け抜ける。

　蜜音が大きくなると、下穿きも奪われて、じかにそこに触れられる。

　花芯を擦りあげられて、アマリアはびくびくと身体を震わせた。

「や、ん……っ……だめ、殿下、そこ……いやっ」

「アマリア、きみには難しいかもしれないけど……今はどうか……名前で呼んで？」

　テオドールは彼女を悦楽に染めあげながら、そっとその耳元で囁く。

「で、できな……や、あぁ……っ！」

　軽く花芯を押し潰されて、アマリアの唇から甘い悲鳴がこぼれる。

　蜜の滴る入り口をそっと指先でなぞり、テオドールはもう一度囁く。

「お願いだよ。きみに名前で呼んでほしい」

　アマリアはその声を聞いて、泣き出しながら小さく呟いた。

「……テオドール、様」

　呼べば、彼はとても嬉しそうに笑った。

「うん。本当は敬称もいらないんだけど……それは、今のきみには酷かな」

　そう言って、つぷりと彼は長い指を彼女の蜜壷に沈めた。

「ふ、ぁ……っ、ん、んぅ……っ」

　身体の中で蠢く彼の指に、アマリアは身体を強張らせたが、与えられる悦楽にゆっくりと力を抜いていく。

　しかし、ある一点を擦られたとき、アマリアはまた大きく身体を強張らせた。

「ひっ……や、ぁあ……っ！　テオドール、様っ……そこ、だめ……っ」

「気持ちいい？　アマリア」

　そう問われて、羞恥から涙がこぼれた。

　身体の内に篭もる熱がどんどん大きくなって、恐怖から彼に縋る。

「あ、だ、めぇ……っ！　は、あっ……や、んぅ……っ！」

　ちゅぷちゅぷと、響く蜜音が大きくなる。

　ゆっくりと指を増やされ、かすかに痛みを感じたが、痛みには耐性があるほうだ。

　中を拡げるように指を動かされ、身体に篭もった熱が限界を迎えて弾ける。

「っ、や……あぁ……ッ！」

　テオドールの指を何度も締め付け、奥からどっと蜜が溢れて、アマリアは弛緩した身体をベッドに委ねた。

　甘く、乱れた呼吸を繰り返し、潤んだ瞳で彼を見あげる。

「は、ぅ……」

「かわいいね、アマリア……」

　テオドールは指を引き抜くと、ぼんやりとしている彼女の額にキスを落とす。

「こんなに蜜をこぼして、いやらしくて……とてもかわいらしい」

「や……言わないで……くださ……っ」

　自分でも、今日の自分はおかしいとわかっているのだ。

　恥ずかしくて、恥ずかしくて、たまらないのに。

「褒めているのに。本当にかわいいな……きみは」

　彼がくすりと笑ったあと、衣擦れの音が聞こえて、アマリアは覚悟するように瞳を閉ざした。

「アマリア、力を抜いて？　できるだけ……痛くないようにするから」

　秘裂に熱い塊を押し当てられて、彼女はぎゅっとシーツを握り込んだ。

「だ、大丈夫……です……テオドール様。私、痛いのは……大丈夫、ですから」

　騎士として生きてきた、たくさんの傷を負った、痛みだけはいまさらだ。

「きみのそういうところ……いじらしくて、とても愛らしく思うよ」

　互いの熱が触れ合い、ゆっくりと蜜壷に熱杭が穿たれる。

「は……ぁ……っ、ん……っ」

　侵入してくる熱、やって来る破瓜の痛みに、アマリアはきつく瞳を瞑った。

　痛みはある、しかしそれは今まで負った傷に比べれば、たいしたことはない。

「全部、入ったよ。アマリア」

　テオドールにそっと頬を撫でられて、アマリアは薄く瞳を開いた。

「大丈夫かい？」

「……ええ、大丈夫……です」

　彼はそっと彼女の肌をなぞって囁く。

「少しのあいだ、こうしていようか」

　痛みが引くのを待ってくれているのだろう、アマリアは苦笑をこぼした。

　身体の内側にある張り詰めた熱を思えば、本当は、無理をしないでほしい。

　けれど、彼の心遣いが、アマリアには嬉しかった。

「テオドール様、私、あなたを愛せてよかった……」

　そう囁くと、彼はあまり余裕のない表情で言う。

「きみね……今そういうことを言うのは、ずるいよ」

　互いの熱が合わさって、やがて痛みも退き始める。

「もう、大丈夫ですから……テオドール様の、好きに……してください」

　アマリアが言うと、彼は小さく息を吐いた。

「本当に？　無理をしていない？」

「本当です……からっ」

　恥ずかしいのだ。これ以上言わせないでほしい。

　それに気づいたのか、テオドールはかすかに苦い笑みを浮かべてゆっくりと腰を進める。

「愛している……アマリア」

　彼の、こんなに余裕のない表情を初めて見ると思った。

　それに見惚れながら、アマリアは彼の熱を受け入れた。

「や、あ……っ、ん、んぅ……あぁ……っ！」

　何度も何度も蜜壷を凶悪な熱で擦りあげられ、最奥を突かれ、溢れた蜜が淫らな音をたてる。

　響く水音により羞恥を煽られる、アマリアはせめて声を堪えようとしたが、それさえもうまくいかない。

　理性は霞み、悦楽の波に溺れながら彼女はテオドールに縋る。

「あ、あぁ……っ！　や、ん……っ」

　背筋を駆けあがる快楽に、意識が真っ白に染まっていく。

　膣壁は収斂し、強く彼の熱を締め付ける。

「やっ、あ、あぁぁ……っ！」

「――っ、アマリア……！」

　意識が飛んでしまいそうなほどの快楽に、アマリアはしばらく絶頂から戻って来られなかったが、やがてゆっくりと身体が弛緩していく。

「……テオドール、様……」

　騎士であった頃は、愛するひととこうすることがこんなに心満たされることだとは思っていなかった。

　アマリアはテオドールの身体を抱きしめて、その熱を感じながら瞳を閉じる。

　彼もまた彼女を抱きしめて、溶け合う熱に瞳を閉じた。





＊　＊　＊






　その日、休暇だったアマリアは朝から走り込みをして、昼は鍛錬場にいた。

　勝負を挑んできた相手を片っ端から叩きのめし、満足げな彼女にセルベが声を掛ける。

「おい……殿下の妻になるってのにこんなところで大立ち回りして、何考えてんだおまえは」

　あきれたような声音に振り返り、アマリアはけろっとして言う。

「え？　これからもう、こういう機会もないだろうから、今のうちにと思って」

　アマリアはテオドールと婚約することが決まっている。

　もう騎士としての生活はおしまいだ。

　今はまだ公にこそされていないものの、それ自体はもう決まったことだ。

　だから、最後にと思っていたのだが……セルベは大きなため息を吐いた。

「馬鹿。もう大人しく屋敷にいろよ。これ以上新米騎士のプライドをへし折ってやるな。殿下の妃に負けたなんて騎士として不名誉なことだってわかるだろ」

　セルベは『だいたい』と言葉を続ける。

「病みあがりなのに無理すんなっつーの！　いくら傷が癒えたとは言っても、重症だったんだぞ！」

　その言葉に、アマリアは口元に手をあてた。

「そういえば……そうだったわね？」

「なんっで疑問形なんだよ！　この馬鹿！　いい加減大人しくしてろって言ってんだ！」

　ぽかんと頭を叩かれて、アマリアは不満そうにセルべを見あげる。

「もう、何よ、最後くらい、いいじゃないの」

「よくねーよ！　さっき負けた奴らがあとでおまえの婚約を知ったら泡吹くぞ！　ただでさえ女に軽くあしらわれて傷ついているだろうに！」

　我が身に起きてほしくないことだと、セルベの表情が物語っている気がする。

　そんなに悪いことをしただろうか。

　アマリアは腕を組んだ。

「うーん……でも、そうよね、殿下が悪く言われるのは嫌だわ」

「ああ、そう思うならもうレテッツィア家に戻って大人しく令嬢としてすごしていてくれ」

　うんざりしたような様子のセルベに、アマリアは不満そうに頬を膨らませる。

「何よ、随分冷たいのね」

「冷たいんじゃねえ、気の毒な新米騎士に同情しているだけだ」

　新米の騎士から見ると、やはり女でありながら王子の護衛も務めているアマリアは気になるらしい。

　軽い気持ちで勝負を挑み、ボロボロにされているのだ。

　挙げ句に後々アマリアがテオドールの妃になろうものなら、彼らのプライドはずたずただろう。

　ふと、周囲が騒がしくなり、二人がそちらに視線を向ける。

「やあ、仲がいいね」

　そこにはテオドールの姿があって、アマリアもセルベも驚いた。

「な……殿下！　こんなところに来てはいけませんよ！」

　アマリアが言うと、彼はなんだか不満そうな顔をした。

「殿下、なんてよそよそしく呼ばなくても」

「この場では当然です」

　アマリアが言うと、セルベは疲れた様子でまたため息を吐いた。

「はあ……いちゃつくなら部屋でやってくださいよ。まだ殿下とアマリアの話は公になってないんですから」

「きみたちがあんまり仲良しに見えて、妬けたものだから、つい」

　そう言うテオドールに、セルベは少々青ざめながら言う。

「冗談でもやめてくださいよ。俺はこんなじゃじゃ馬の面倒を見るのはごめんですね」

「なんですって……」

　アマリアがセルベを睨むが、彼は怯んだ様子もなくひらひらと手を振る。

「じゃ、俺はこれで。アマリア、責任持って殿下を部屋まで送ってくれよ」

「それは構わないのだけれど、あなたは面倒くさがっているだけの気がして癪だわ」

　そう言うと、背を向けたセルベが小さく笑う。

「わかってるじゃねえか」

「もうっ！　あなたねえ、誇り高き騎士の任務をなんだと思って――……！」

　アマリアが説教を始めようとすると、その肩をテオドールが掴んだ。

　なんだろうと言葉を区切り、振り返ると、彼は優しい笑みで言う。

「きみと一緒にいたいな。アマリア」

　真っ直ぐに見つめられて告げられた言葉に、彼女は一気に頬を赤く染めて視線を彷徨わせる。

「……殿下、こういうところで、そういうことは言わないでください」

　か細い声で言うと、彼は笑みを深めて言う。

「うん。じゃあ、部屋まで送って？　アマリア」

「……承知、いたしました」

　頷くと、先を行くテオドールにアマリアはついていく。

　やはりテオドールにとっては、アマリアとセルベが一緒にいるのは面白くないらしい。










第六章

これからも続く日々











　アマリアは騎士を辞め、今はテオドールの妻としてすごしている。

　その日々は彼女にとってとても幸せなものだったが、やはり多少、今も思ってしまうことがある。

　明朝、テオドールの部屋で一緒に眠っていたアマリアは目を覚ますと、少しふにふにとした自分の二の腕をつまんだ。

（落ちてる、確実に……すごく……）

　筋力が。騎士ではなくなったアマリアにはもはや不要なものであるし、今までのように剣を振り回すことは、今はもうできないのだが。

（うう……せめて少しだけ、少しだけ鍛錬に時間を使いたいわ）

　アマリアがそんなことを考えていると、そっと抱きしめられた。

「どうしたの、アマリア。いや、きみが考えていることはなんとなくわかるのだけれどね」

「テオドール様……」

　名を呼ぶと、彼はくすりと笑ってアマリアの耳元に唇を寄せた。

「やはり、きみから剣を奪うのは酷だったかな」

　それはたしかにつらい、けれど、彼の傍ですごせる今はあの頃よりもっと幸せだ。

　あの頃にはなかったこのぬくもりは、あたたかさは……かけがえのないものだ。

「いいえ、私はあなたと共にあれて幸せです。あなたを……愛していますから」

　小さく笑みを浮かべて言うと、彼はアマリアを抱き寄せて腕の中に閉じ込める。

　そのぬくもりが、なんとも言えないほど幸せだった。こうして今、生きて彼の腕の中にいられることが。

　この先もずっと一緒にいるのだ、そう決めている。

　最期のときまで彼を支えると……。

「かわいいことを言ってくれるね。私もきみを愛しているよ……誰よりも大切に想っている」

　額にキスを落とされて、アマリアはくすぐったさからくすりと笑った。

「でも……これではいざというときにあなたを守れないと思って」

　彼女が言うと、彼はぱちぱちと青の瞳をまたたいた。そして、苦笑を浮かべる。

　おかしそうに笑う彼に、何か変なことを言っただろうかとアマリアは首を傾げた。

「今はもう、私が、きみを守るんだよ。アマリア」

　そう言われて、衝撃が走る。

　それが嫌なわけではないが、やはり、彼を守る自分でありたい。

　……とはいえ、今までも守るより守られてきたような気もするが。

「そ、それは……少し不満です。私があなたを守りたい……のに」

　アマリアが言うと、テオドールは愛おしそうに瞳を細めた。

　大切なものを見るようなその視線に、気恥ずかしさを覚えて視線を彷徨わせる。

「うん、きみはそう言うと思っていた。だけどもう、嫌なんだ……きみが怪我をするのは。それが私を庇ってのものなら……余計に。嫌だよ、また、きみが目覚めなくなる日が来るなんて……想像するだけで、おかしくなってしまいそうだ。もう二度と、あんな思いはしたくない」

　切なそうな声音に、あのとき彼がどれほど苦しんだのかを再び思い知る。

　けれど、アマリアからすればテオドールがそうなってしまうのも嫌だ。

「そ、それは私だって同じです！　あなたが命を捨てようとしたとき、私がどれほど怒っていたかあなたにわかりますか？」

　アマリアはテオドールに擦り寄ると、その背に腕をまわす。

「あなたの命だって……軽いものではないのですよ？」

　そう言うと、テオドールはぎゅうとアマリアを抱きしめて瞳を閉じた。

「……うん、今はわかっているよ。きみがどれほど私のことを案じてくれていたか……大切に想って、愛してくれていたか。でも……」

　テオドールは瞳を開いて、優しい声音で言う。

「これからは、私にきみを守らせてほしいんだ。どうか……お願いだから」

「……む」

　眉を寄せ、アマリアは葛藤した。

　彼がそうしたいと言うなら、それを叶えてあげたいような気もする。

　しかし、これはもはやアマリアの性分だ。

「……私も、あなたのことを守ります。それは譲れません」

　そう言うと、少しのあいだを置いてテオドールがくすくすと笑った。

「強情だな、きみは。そういうところも、きみらしいけれど」

　普通の令嬢なら、守ってもらえることが嬉しいだろう。

　けれどアマリアはやはり、守りたいのだ。守られるだけは嫌だ。

　無力な自分でいるのは嫌だ。

　そう思って、アマリアは唇を開いた。

「ですから、やはり少し……剣の稽古をしたいのですが」

　そう言うと、テオドールは少し考えるような仕草をして、アマリアにとって衝撃的な言葉を告げる。

「相手がセルベなら、駄目だ」

「ど、どうしてですか……っ！」

　驚いて、彼の瞳を見つめるアマリアに、彼は瞳を細めて微笑んだ。

「妬けるから」

「な……」

　とんでもない理由である。

　テオドールはつんつんとアマリアの頬をつついて言う。

「だって、きみとセルベはとても仲がいいだろう？　一緒にいるだけで、嫉妬してしまうんだ。私に見せてくれないような顔も、彼の前ではするしね」

「そ、それは……テオドール様とセルベでは……」

　地位が違う、抱く感情が違う。

　セルベは兄のような存在で、過去の同僚で、友人だ。

　しかしテオドールは違う、今も彼はアマリアの主人であり、愛するひとである。同じようにはいかない。

「駄目。セルベと一緒にいたいというなら許可しない」

「変な言い方をしないでください！」

　それではまるでアマリアがセルベと一緒にいたいから稽古をしたいと言っているようだ。そういう理由ではない。

　セルベくらいしか、アマリアについてこられないのだ。全体的に鈍った今はどうかわからないが。

　アマリアが頬を膨らませると、テオドールは悪戯っぽく笑った。

「だから、稽古をしたいのなら私が相手になってあげるよ」

「……え」

　それはそれで、頷きたくない提案だ。

　テオドールの相手なんて、今の自分には確実に務まらない。

　ただでさえなまっているし、筋力も落ちているのに。

「それが嫌なら、駄目」

　にこりと笑ってそう言った夫に、アマリアは悩んだ。

　剣の稽古をしたいのは事実だ、しかし、相手がテオドールでは……。

　勝ち目がないのは最初からわかっている、今の自分では彼が退屈だと感じるほどなのではないだろうか？

「……い、今の私では……テオドール様の相手なんて……」

「そのための鍛錬だろう？　少し格上の相手とするほうが、いい練習になると思うよ」

　少し格上、ではない、とんでもなく格上だろうと思ったが、そこは黙っておく。認めるのも悔しいのだ。

　アマリアは悩んだ末に、もう一度問いかける。

「……絶対に、テオドール様でないと駄目、ですか？」

「もちろん」

　ふふっと笑った彼に、アマリアはしょんぼりと項垂れた。

　セルベならまだ気軽に打ち合えるが、テオドールではやはり緊張する。

　しかし、このまま稽古をせずにいたらあっというまにもっと衰えてしまう。

「わ……わかりました。テオドール様、よろしくお願いします」

「うん」

　楽しそうに笑っている彼が少し恨めしい。

　アマリアが苦悩していると、テオドールがそっと彼女の頬を撫でた。

　なんだろうと視線を向ければ、彼は愛おしそうに彼女を見つめて言う。

「ねえ、アマリア。そろそろ敬称もなくしてくれていいんだよ？」

「……っ」

　それは難題だ。アマリアにとって今もテオドールは主君という先入観がある。

　妻になったからといって、馴れ馴れしく呼ぶのは抵抗がある。

「テオ、と愛称で呼んでくれてもいいのに」

　その言葉に、アマリアは耳まで赤く染めて俯いた。

「……で、できません」

　赤くなった顔を見られたくなくて、両手で顔を覆うもすぐに彼の手によってはずされてしまう。

「真っ赤になるきみもかわいいけど、どうしても駄目？　私はきみにそう呼んでほしいな」

「――そ、そんな……っ」

　テオドールがそう望むなら叶えたい。しかし、アマリアには難しい。

　彼女は何度か愛称を口にしようとしたが、ぱくぱくと金魚のように口を動かすだけだ。

「……だ、だって……あなたは……」

「うん、きみの夫だね？」

　言い訳は認められないらしい。

「お、公の場でそう呼んでしまったら……」

「困らないよ？」

　追い詰められている気がする。というか、すでに逃げ道がないような気がする。

「……」

　頬が熱い、目が回りそうだ。

　敬愛する主君だったひと、そして、今は誰よりも愛しいひと。

「ねえ、駄目かな？　アマリア」

　また耳元で囁かれて、彼女は意を決して唇を開く。

「……テオ」

　そうか細い声で呼ぶと、テオドールは本当に嬉しそうに微笑んだ。

　彼がこんなに情緒豊かになったことも、幸せそうに笑ってくれることも、どちらもアマリアにとって幸福なことだった。

「うん。ありがとう、アマリア。ずっとそう呼んでね」

「ず、ずっと……!?」

　一度きりのつもりだった彼女は目を丸くしたが、テオドールはにこにこと笑って言う。

「一度言えたんだから、これからも言えるよね？」

「――ずるい」

　結局アマリアは、それを受け入れるしかなかった。

　見つめあって、小さく微笑みあう。

　その時間が、二人にとってはとても、幸せなものだった。




　――それは、騎士の少女と感情を失った王子の物語。
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